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筑
波
大
学
は
、
本
年
、
開
学
三
〇
周
年
（
創
基
一
三
一
年
）
を
迎
え
ま
し
た
。
附
属
図
書
館
で
は
こ
れ
を
記
念
し
て
、
収
蔵
貴
重
図
書
の
特
別
展
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
　
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
は
、
前
身
で
あ
る
東
京
教
育
大
学
附
属
図
書
館
の
蔵
書
を
引
継
ぎ
、
一
九
七
三
年
（
昭
和
四
八
年
）、
開
学
と
同
時
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
以
後
、
体
育
・
芸
術
図
書
館
、
医
学
図
書
館
、
大
塚
図
書
館
（
東
京
）、
図
書
館
情
報
学
図
書
館
の
四
専
門
図
書
館
を
順
次
併
設
さ
せ
、
現
在
は
和
洋
書
約
二
四
一
万
冊
、
和
洋
雑
誌
二
二
二
五
九
種
、
総
面
積
二
九
六
六
八
㎡
、
総
座
席
数
二
二
七
二
席
に
、
研
究
個
室
六
七
室
、
セ
ミ
ナ
ー
室
一
五
室
等
を
設
け
る
、
国
内
有
数
の
大
学
図
書
館
に
発
展
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
間
、
一
九
七
九
年
（
昭
和
五
四
年
）
に
は


に
よ
る
電
算
処
理
を
開
始
、
一
九
八
一
年
（
昭
和
五
六
年
）
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
蔵
書
検
索
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
、
一
九
九
八
年
（
平
成
一
〇
年
）
に
は
電
子
図
書
館
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
な
ど
、
新
時
代
の
大
学
図
書
館
と
し
て
機
能
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
他
の
大
学
図
書
館
に
先
駆
け
て
土
・
日
・
祝
日
開
館
、
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
導
入
を
実
現
す
る
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
学
内
・
地
域
に
お
け
る
学
術
情
報
の
中
枢
と
し
て
、
そ
の
責
任
を
果
た
し
て
い
く
決
意
で
す
。
　
設
置
三
〇
周
年
を
機
に
、
こ
の
よ
う
な
附
属
図
書
館
の
一
面
を
お
知
り
い
た
だ
く
た
め
、
前
身
校
以
来
、
永
い
年
月
を
か
け
て
収
集
さ
れ
た
貴
重
図
書
の
う
ち
、
学
術
的
・
文
化
史
的
価
値
の
高
い
も
の
、
多
く
の
方
々
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
そ
う
な
も
の
を
選
ん
で
お
目
に
か
け
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
開
学
記
念
日
を
含
む
二
週
間
、
ぜ
ひ
中
央
図
書
館
ま
で
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
、
展
示
を
お
楽
し
み
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
附
属
図
書
館
の
歴
史
と
現
在
に
つ
い
て
も
御
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
御
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。
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成
一
五
年
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筑
波
大
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附
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筑
波
大
学
附
属
図
書
館
は
、
蔵
書
約
二
四
一
万
冊
の
う
ち
、
七
五
八
一
冊
（
点
）
を
貴
重
図
書
・
準
貴
重
図
書
に
指
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
指
定
基
準
は
一
般
に
広
く
採
ら
れ
て
い
る
考
え
方
を
参
考
と
し
て
定
め
て
お
り
、
次
の
よ
う
な
も
の
を
貴
重
図
書
と
し
て
お
り
ま
す
。
（
和
書
）
　
・
慶
長
以
前
（
〜
一
六
一
四
）
の
写
本
、
ま
た
は
そ
れ
以
後
の
写
本
の
う
ち
の
資
料
的
・
芸
術
的
価
値
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
。
　
・
慶
長
以
前
の
刊
本
、
ま
た
は
そ
れ
以
後
の
刊
本
の
う
ち
の
資
料
的
・
芸
術
的
価
値
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
。
（
中
国
書
）
　
・
清
代
以
前
（
〜
一
九
一
一
）
の
写
本
、
ま
た
は
そ
れ
以
後
の
写
本
の
う
ち
の
資
料
的
・
芸
術
的
価
値
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
。
　
・
明
代
正
徳
以
前
（
〜
一
五
二
一
）
の
刊
本
、
ま
た
は
そ
れ
以
後
の
刊
本
の
う
ち
の
資
料
的
・
芸
術
的
価
値
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
。
（
朝
鮮
書
）
　
・
李
朝
期
以
前
（
〜
一
九
〇
〇
）
の
写
本
、
ま
た
は
そ
れ
以
後
の
写
本
の
う
ち
の
資
料
的
・
芸
術
的
価
値
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
。
　
・
李
朝
期
以
前
（
〜
一
九
〇
〇
）
の
刊
本
、
ま
た
は
そ
れ
以
後
の
刊
本
の
う
ち
の
資
料
的
・
芸
術
的
価
値
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
。
（
洋
書
）
　
・
一
八
五
〇
年
以
前
の
写
本
、
ま
た
は
そ
れ
以
後
の
写
本
の
う
ち
の
資
料
的
・
芸
術
的
価
値
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
。
　
・
一
八
五
〇
年
以
前
の
刊
本
、
ま
た
は
そ
れ
以
後
の
刊
本
の
う
ち
の
資
料
的
・
芸
術
的
価
値
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
。
（
そ
の
他
）
　
・
古
文
書
・
古
地
図
・
錦
絵
等
の
う
ち
、
資
料
的
・
芸
術
的
価
値
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
。
	

　
ま
た
、
以
上
の
基
準
を
満
た
さ
な
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
に
準
じ
た
価
値
を
有
す
る
と
見
な
さ
れ
る
も
の
、
あ
る
い
は
特
定
の
集
書
と
し
て
一
括
し
て
取
り
扱
う
こ
と
に
よ
り
資
料
的
価
値
が
生
ず
る
も
の
等
は
、
準
貴
重
図
書
と
し
て
貴
重
図
書
と
同
等
の
扱
い
を
し
て
お
り
ま
す
。
　
国
立
大
学
附
属
図
書
館
の
貴
重
図
書
は
、
通
常
、
長
年
の
多
分
野
に
わ
た
る
学
術
書
籍
収
集
の
結
果
と
し
て
生
ま
れ
ま
す
。
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
の
貴
重
図
書
・
準
貴
重
図
書
も
ま
た
、
筑
波
大
学
と
し
て
の
書
籍
収
集
の
結
果
で
あ
る
と
同
時
に
、
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
開
設
の
師
範
学
校
以
来
の
前
身
校
の
蔵
書
を
引
き
継
い
で
い
る
こ
と
か
ら
必
然
的
に
こ
れ
ら
の
前
身
校
の
性
格
と
歴
史
が
蔵
書
構
成
の
中
に
反
映
さ
れ
て
お
り
、
和
書
で
は
文
学
・
言
語
、
歴
史
、
教
育
等
の
分
野
に
、
洋
書
で
は
文
学
、
教
育
、
哲
学
等
の
分
野
に
優
れ
た
古
書
籍
を
有
し
て
お
り
ま
す
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、『
文
字
反
（
鎌
倉
時
代
初
期
写
）』『
悉
曇
要
决
（
天
福
二
年
一
二
三
四
写
）』『
韻
鏡
（
応
永
元
年
一
三
九
四
写
）』
を
は
じ
め
と
し
て
悉
曇
・
韻
学
関
係
文
献
に
は
き
わ
め
て
貴
重
な
も
の
が
多
数
集
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
日
本
古
典
文
学
の
写
本
で
は
、
『
六
百
番
歌
合
』
の
最
古
の
写
本
の
ほ
か
『
新
古
今
和
歌
集
』『
平
家
物
語
』『
新
撰
菟
玖
波
集
』
な
ど
に
重
要
な
伝
本
を
有
し
て
い
ま
す
。
ま
た
洋
書
で
は
、
世
界
で
四
冊
し
か
所
在
が
知
ら
れ
て
い
な
い
『
原
マ
ル
チ
ノ
の
演
説
』（
一
五
八
八
）
や
コ
リ
ャ
ー
ド
の
三
部
作
（『
日
本
文
典
』、
『
羅
西
日
辞
典
』、『
日
本
告
解
集
』、
い
ず
れ
も
一
六
三
二
）
な
ど
の
海
外
キ
リ
シ
タ
ン
版
を
は
じ
め
と
す
る
一
六
〜
一
七
世
紀
の
日
欧
関
係
刊
行
書
約
三
八
〇
点
か
ら
な
る
ベ
ッ
ソ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
、『
世
界
図
会
』
を
は
じ
め
と
す
る
コ
メ
ニ
ウ
ス
関
係
資
料
約
二
四
〇
点
か
ら
な
る
コ
メ
ニ
ウ
ス
文
庫
、
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
の
『
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ア
』（
一
七
二
八
）
や
デ
ィ
ド
ロ
・
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
の
『
百
科
全
書
』（
一
七
五
一
〜
八
〇
）
等
の
百
科
事
典
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
も
特
色
が
あ
り
ま
す
。
　
こ
れ
ら
の
書
籍
お
よ
び
そ
の
複
製
の
一
部
は
、
中
央
図
書
館
貴
重
書
展
示
室
に
お
け
る
常
設
展
示
等
で
公
開
し
て
き
ま
し
た
が
、
特
に
近
年
で
は
平
成
七
年
の
「
天
正
少
年
使
節
と
『
原
マ
ル
チ
ノ
の
演
説
』」
以
来
、
平
成
一
四
年
の
「『
学
問
の
神
』
を
さ
さ
え
た
人
び
と
〜
北
野
天
満
宮
の
文
書
と
記
録
〜
」
に
い
た
る
ま
で
毎
年
様
々
な
テ
ー
マ
で
特
別
展
を
開
催
し
て
お
り
、
多
く
の
方
々
に
見
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
度
は
、
筑
波
大
学
開
学
三
〇
周
年
を
記
念
し
て
、
古
代
か
ら
の
日
本
の
学
問
と
文
学
、
お
よ
び
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
知
を
映
す
貴
重
図
書
の
中
か
ら
主
要
な
も
の
を
選
ん
で
展
示
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
長　
　
林　
　
　
史　
典　
　今
に
残
る
文
学
の
貴
重
図
書
は
、
作
品
が
誕
生
し
て
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
、
そ
こ
か
ら
い
か
な
る
新
た
な
文
学
が
生
み
出
さ
れ
て
き
た
か
、
創
造
と
享
受
の
歴
史
を
語
っ
て
く
れ
る
。
　
漢
字
か
ら
仮
名
文
字
を
作
り
出
し
た
古
代
の
日
本
の
人
々
は
、
自
由
な
言
語
表
現
の
手
段
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
一
〇
世
紀
初
頭
、
和
歌
の
勅
撰
集
と
し
て
初
め
て






が
編
ま
れ
る
と
、
和
歌
は
宮
廷
文
芸
の
中
心
と
な
り
、






成
立
ま
で
の
三
百
年
間
に
、
八
つ
の
勅
撰
集
が
編
纂
さ
れ
た
。
そ
れ
と
並
ん
で
自
撰
・
他
撰
に
よ
る
個
人
の
歌
集
が
編
ま
れ
（






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
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
）、
歌
合
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
（





）、
よ
り
高
い
芸
術
性
が
追
求
さ
れ
て
ゆ
く
。
さ
ら
に
和
歌
は
、
連
歌
や
俳
諧
と
い
っ
た
新
た
な
形
の
文
芸
（






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




）
を
生
み
出
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
　
一
方
、
仮
名
文
字
の
発
達
は
、
歌
物
語
や
作
り
物
語
（






	



）、
日
記
文
学
（




）、
説
話
、
軍
記
物
語
な
ど
、
散
文
文
学
を
大
き
く
発
展
さ
せ
て
ゆ
く
。
　
成
立
し
た
作
品
は
忠
実
に
書
写
さ
れ
る
他
に
、
佳
句
や
秀
歌
の
朗
詠
（





）、
絵
画
を
伴
っ
た
鑑
賞
（






	






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
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


）、
読
解
の
た
め
の
注
釈
書
や
梗
概
書
（






	




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）
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
享
受
さ
れ
て
い
っ
た
。




は
語
り
と
と
も
に
流
布
し
（






	




）、
謡
曲
や
狂
言
は
節
や
演
技
と
と
も
に
後
世
に
伝
え
ら
れ
て
ゆ
く
（






）。
ま
た
近
世
以
降
、
木
版
印
刷
の
普
及
と
精
巧
な
製
版
技
術
に
基
づ
く
幅
広
い
出
版
活
動
に
よ
っ
て
、
書
物
は
庶
民
の
手
に
入
り
や
す
い
も
の
と
な
り
、
文
芸
の
質
と
享
受
の
あ
り
よ
う
は
大
き
く
変
容
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
（






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）。
　
こ
こ
に
展
示
し
た
貴
重
図
書
か
ら
、
我
々
は
古
代
か
ら
脈
々
と
続
く
文
学
の
営
み
と
、
人
々
の
豊
か
な
叡
智
の
実
相
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
一　
古
今
和
歌
集
（
こ
き
ん
わ
か
し
ゅ
う
）　
二
〇
巻　
二
帖
　
　
〔
江
戸
時
代
初
期
以
前
〕
写
。
伝
世
尊
寺
行
尹
筆
。　
　
　
縦
二
三
・
五
、
横
一
五
・
八
。
綴
葉
装
。
　
『
古
今
和
歌
集
』
は
、
延
喜
五
（
九
〇
五
）
年
、
醍
醐
天
皇
の
命
を
受
け
、
紀
貫
之
、
紀
友
則
、
凡
河
内
躬
恒
、
壬
生
忠
岑
ら
が
撰
し
た
わ
が
国
最
初
の
勅
撰
和
歌
集
。
全
二
〇
巻
、
約
一
一
〇
〇
首
の
歌
を
収
め
る
。
成
立
後
、
各
時
代
を
通
し
て
第
一
級
の
作
品
と
し
て
享
受
さ
れ
、
写
本
も
多
い
。
平
安
時
代
の
書
写
と
思
わ
れ
る
も
の
だ
け
で
も
筆
跡
で
区
別
す
る
と
三
〇
種
以
上
現
存
す
る
が
、
断
簡
で
残
る
も
の
が
多
い
。
　
本
書
は
、
緑
地
に
菱
花
模
様
の
布
表
紙
、
見
返
し
は
金
箔
紙
の
美
麗
本
。
真
名
序
を
有
し
、
上
巻
末
に
「
正
和
元
（
一
三
一
二
）
年
六
月
一
日
校
合
畢
／
同
二
年
十
月
三
日
以
宗
匠
民
部
卿
為
世
本
重
校
合
畢
」、
下
巻
末
に
「
本
云
／
応
長
元
（
一
三
一
一
）
年
十
一
月　
日
／
以
家
本
雖
為
悪
筆
書
写
畢
／
朱
点
此
同
也
／
左
近
衛
権
少
将
藤
原
朝
臣　
在
判
」「
宗
匠
本
云
／
延
慶
四
（
一
三
一
一
）
三
月　
日
於
二
条
宿
坊
書
写
了
／
以
件
本
重
正
和
二
（
一
三
一
三
）
年
十
月
四
日
校
合
了
」
等
の
奥
書
と
、
世
尊
寺
行
尹
筆
と
す
る
烏
丸
光
広
の
極
書
が
見
え
る
。
行
尹
は
三
蹟
の
一
人
藤
原
行
成
を
祖
と
す
る
書
流
十
三
代
。
貞
和
六
（
一
三
五
〇
）
年
没
。
二　
和
漢
朗
詠
集
（
わ
か
ん
ろ
う
え
い
し
ゅ
う
）　
二
巻　
二
冊
　
　
元
亀
三
（
一
五
七
二
）
年
写
。
　
　
縦
二
六
・
五
㎝
、
横
一
八
・
六
。
袋
綴
。
　
『
和
漢
朗
詠
集
』
は
、
平
安
中
期
の
和
漢
兼
作
の
文
人
、
藤
原
公
任
（
九
六
六
〜
一
〇
一
四
年
）
が
、
和
歌
と
中
日
の
漢
詩
文
の
秀
句
と
の
中
か
ら
朗
詠
に
相
応
し
い
も
の
を
、『
千
載
佳
句
』
な
ど
の
部
立
を
参
考
に
し
て
部
類
別
に
編
集
し
た
も
の
。
寛
弘
九
（
一
〇
一
二
）
年
頃
に
成
立
。
上
巻
は
春
・
夏
・
秋
・
冬
の
各
部
、
下
巻
は
雑
部
と
す
る
。
各
部
に
お
い
て
は
、
上
巻
は
歳
時
を
先
に
季
節
的
風
物
を
後
に
し
て
六
十
六
題
を
立
て
、
下
巻
で
は
風
・
雲
・
晴
・
暁
（
天
象
）
な
ど
と
、
類
聚
意
識
を
も
っ
て
四
十
八
題
を
立
て
て
い
る
。
漢
詩
文
で
は
、
中
国
で
は
白
居
易
、
日
本
で
は
菅
原
文
時
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、
平
安
時
代
中
期
の
文
人
の
嗜
好
を
よ
く
反
映
し
て
い
る
。
一
方
、
和
歌
は
紀
貫
之
の
二
六
首
を
筆
頭
に
、
凡
河
内
躬
恒
（
一
二
首
）、
柿
本
人
麿
・
中
務
（
八
首
）
が
続
き
、『
古
今
和
歌
集
』
の
撰
者
と
し
て
の
貫
之
・
躬
恒
に
対
す
る
公
任
の
傾
倒
が
う
か
が
わ
れ
る
。
　
本
書
は
全
体
に
朱
墨
に
よ
っ
て
ヲ
コ
ト
点
・
声
点
・
訓
が
付
さ
れ
て
い
る
付
訓
本
で
あ
る
が
、
詩
文
の
作
者
名
・
詩
題
な
ど
の
注
記
は
、
伝
藤
原
公
任
筆
巻
子
本
な
ど
と
等
し
く
書
か
れ
て
い
な
い
。
系
統
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
四
九
番
の
後
に
嘉
禄
本
の
み
に
見
ら
れ
諸
本
に
な
い
「
い









	








	
ざ
け
ふ
は
」
の
『
古
今
和
歌
集
』
九
五
番
歌
が
あ
り
、
嘉
禄
本
と
の
近
縁
性
が
う
か
が
わ
れ
る
。
伝
来
も
不
明
だ
が
下
冊
末
尾
に
「
当
年
十
二
月
書
已　
本
主
法
久
寺
」
と
見
え
る
。
三　
清
少
納
言
家
集
（
せ
い
し
ょ
う
な
ご
ん
か
し
ゅ
う
）　
一
巻　
一
軸
　
　
〔
江
戸
時
代
初
期
〕
写
。
伝
釈
契
沖
筆
。
　
　
紙
高
二
二
・
二
。
料
紙
九
枚
つ
ぎ
。
一
紙
の
長
さ
二
八
・
五
。　
　
清
少
納
言
の
家
集
。
後
人
に
よ
る
他
撰
歌
集
で
、
成
立
年
時
未
詳
。
清
少
納
言
は
清
原
元
輔
の
娘
で
、
正
暦
四
（
九
九
三
）
年
頃
、
一
条
天
皇
中
宮
藤
原
定
子
の
も
と
に
出
仕
し
、『
枕
草
子
』
を
著
し
た
。
三
十
六
歌
仙
の
一
人
で
『
後
拾
遺
和
歌
集
』
以
下
の
勅
撰
集
に
一
五
首
が
入
集
す
る
。
家
集
に
は
日
常
的
な
贈
答
歌
が
多
く
、『
枕
草
子
』
に
見
ら
れ
る
繊
細
で
鋭
い
自
然
観
は
う
か
が
わ
れ
な
い
。
　
現
存
す
る
伝
本
は
、
流
布
本
系
（
短
歌
二
九
首
、
連
歌
二
首
）
と
異
本
系
（
短
歌
四
二
首
）
に
大
別
さ
れ
る
が
、
本
書
は
流
布
本
系
。
内
題
に
続
い
て
す
ぐ
歌
が
記
さ
れ
る
が
、
流
布
本
系
を
代
表
す
る
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
に
は
第
一
首
の
前
に
「
言
葉
や
ぶ
れ
て
見
え
ず
、
異
本
に
て
書
く
べ
し
」
と
あ
り
、
本
書
も
本
来
は
詞
書
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
識
語
に
「
烏
丸
家
の
本
を
借
り
て
急
ぎ
写
す
／
誤
写
何
か
あ
ら
ん　
正
歟
不　
契
沖
書
」
と
あ
る
。
四　
散
木
奇
謌
集
（
さ
ん
ぼ
く
き
か
し
ゅ
う
）　
一
〇
巻　
二
冊
　
　
〔
江
戸
時
代
初
期
〕
写
。
　
　

縦
二
七
・
五
、
横
二
〇
。
袋
綴
。
　
『
散
木
奇
歌
集
』
は
、
平
安
時
代
歌
人
源
俊
頼
（
通
説
に
よ
れ
ば
、
天
喜
三
（
一
〇
五
五
）
年
―
大
治
四
（
一
一
二
九
）
年
）
の
自
撰
歌
集
。
俊
頼
は
、
歌
人
・
歌
学
者
で
あ
っ
た
父
経
信
の
歌
才
を
受
け
継
ぎ
、
堀
河
朝
歌
壇
を
中
心
に
活
発
な
活
動
を
展
開
、
指
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。
歌
学
書
に
『
俊
頼
髄
脳
』
が
あ
る
。
彼
の
歌
風
は
新
古
今
時
代
の
歌
人
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
。
白
河
法
皇
よ
り
命
を
受
け
た
『
金
葉
和
歌
集
』（
第
五
勅
撰
集
）
の
撰
進
が
終
わ
る
と
、
以
前
か
ら
手
が
け
て
い
た
自
歌
の
整
理
集
成
に
か
か
り
、
大
治
三
（
一
一
二
八
）
年
頃
、
一
〇
巻
一
六
二
二
首
か
ら
な
る
本
集
を
完
成
さ
せ
た
。
こ
れ
に
よ
り
歌
境
や
歌
詞
の
拡
充
と
充
実
を
め
ざ
し
た
俊
頼
歌
の
全
貌
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
伝
統
的
な
歌
語
の
範
疇
を
越
え
た
俗
語
・
奇
語
な
ど
、
他
文
献
に
見
ら
れ
な
い
語
彙
を
含
む
点
で
も
注
目
さ
れ
る
。
　
本
書
は
、
阿
波
国
文
庫
（
徳
島
藩
蜂
須
賀
家
）
旧
蔵
本
。
後
に
関
根
慶
子
氏
の
所
蔵
と
な
り
、
一
九
八
九
年
本
学
に
寄
贈
さ
れ
た
。
諸
伝
本
中
、
欠
歌
を
持
た
な
い
唯
一
の
写
本
で
あ
る
。
な
お
下
冊
巻
末
に
、『
基
俊
集
』
一
九
丁
を
合
綴
す
る
。
五　
長
秋
詠
草
（
ち
ょ
う
し
ゅ
う
え
い
そ
う
）　
三
巻　
一
帖
　
　
〔
室
町
時
代
中
期
〕
写
。
伝
姉
小
路
基
綱
筆
。
　
　
縦
二
六
、
横
一
六
・
八
。
　
『
長
秋
詠
草
』
は
、
藤
原
俊
成
（
永
久
二
（
一
一
一
四
）
年
〜
元
久
元
（
一
二
〇
四
）
年
）
の
家
集
。
俊
成
の
最
終
官
職
で
あ
る
皇
太
后
宮
大
夫
に
ち
な
み
、
皇
后
宮
の
唐
名
「
長
秋
宮
」
に
拠
る
集
名
。
仁
和
寺
守
覚
法
親
王
の
求
め
に
応
じ
て
自
撰
さ
れ
、
進
献
さ
れ
た
も
の
。
掲
出
の
当
館
所
蔵
本
末
尾
に
、
俊
成
の
、「
治
承
二
年
三
月
、
随
思
出
、
注
之
。
尚
、
落
失
多
歟
。
後
見
有
恥
。
早
破
々
々
。
沙
門
釈
阿
」
と
い
う
元
奥
書
が
あ
り
、
一
一
七
八
年
、
俊
成
六
四
歳
の
折
の
撰
集
と
知
れ
る
。
　
当
館
所
蔵
本
の
箱
蓋
裏
の
貼
紙
に
、「
姉
小
路
基
綱
卿
／
長
秋
詠
草
（
印
）」
と
あ
り
、
古
筆
了
雪
の
極
札
に
「
姉
小
路
基
綱
卿　
長
秋
詠
草　
了
雪
（
黒
印
）」
と
あ
る
。
基
綱
は
、
嘉
吉
二
（
一
四
四
二
）
年
〜
永
正
元
（
一
五
〇
四
）
年
の
公
卿
歌
人
。
当
館
所
蔵
本
の
形
は
こ
の
集
の
原
型
で
、
上
巻
は
『
久
安
百
首
』
と
『
述
懐
百
首
』、
中
巻
は
四
季
・
賀
・
恋
、
下
巻
は
雑
・
釈
教
・
神
祇
・
雑
の
構
成
を
取
る
。
総
所
載
歌
数
は
四
七
七
首
。
こ
の
集
は
、
後
に
、『
右
大
臣
家
百
首
』
の
付
加
さ
れ
た
類
、
そ
の
類
に
長
歌
・
文
治
年
間
歌
群
の
付
加
さ
れ
た
類
、『
千
五
百
番
歌
合
百
首
』
の
付
加
さ
れ
た
類
な
ど
、
増
補
さ
れ
て
流
布
す
る
。
六　
六
百
番
歌
合
（
ろ
っ
ぴ
ゃ
く
ば
ん
う
た
あ
わ
せ
）　
二
冊
（
零
本
）
　
　
上
冊　
正
平
頃
〔
一
三
四
六
〜
一
三
七
〇
〕
写
。
盛
家
筆
。
　
　
　
　
　
縦
一
八
、
横
一
八
・
三
。
　
　
下
冊　
応
永
二
四
〔
一
四
一
七
〕
年
写
。
釈
宝
善
筆
。　
　
　
　
　

縦
一
七
・
六
、
横
一
八
・
三
。
　
『
六
百
番
歌
合
』
は
、
藤
原
良
経
（
嘉
応
元
（
一
一
六
九
）
年
〜
元
久
三
（
一
二
〇
六
）
年
）
の
主
催
し
た
、
四
季
・
恋
各
五
〇
題
の
歌
合
。
十
二
名
の
歌
千
二
百
首
を
六
百
番
に
番
え
る
。
判
者
は
藤
原
俊
成
。
成
立
は
、
藤
原
定
家
の
家
集
『
拾
遺
愚
草
』
に
「
建
久
四
（
一
一
九
三
）
年
秋
」
と
あ
る
。
但
し
、
こ
れ
が
批
講
開
始
の
年
で
あ
る
の
か
後
日
判
の
完
了
を
示
す
年
で
あ
る
の
か
、
判
然
と
し
な
い
。
　
歌
合
は
、
二
首
の
歌
を
左
右
に
番
え
て
勝
負
を
競
う
一
種
の
遊
戯
で
あ
っ
た
が
、
徐
々
に
文
芸
的
要
素
が
強
く
な
る
。
掲
出
部
分
の
み
で
も
歌
合
と
し
て
の
完
成
形
態
が
判
る
。「
恋
部
一
」
の
五
題
、
一
番
の
番
号
、
題
、
左
右
の
別
、
歌
人
名
（
主
催
者
は
「
女
房
」
の
呼
称
で
参
加
）、
勝
・
負
・
持
（
引
分
）
の
提
示
、
左
右
の
和
歌
、
左
右
の
方
人
（
か
と
う
ど
）
の
難
陳
、
判
者
の
判
詞
と
続
く
。
和
歌
を
番
い
文
芸
と
し
て
の
優
劣
を
追
求
す
る
歌
論
の
要
素
を
も
つ
歌
合
と

な
っ
て
い
る
。
　
当
館
蔵
本
は
、
内
題
「
左
大
将
家
百
首
歌
合
」。
歌
合
の
後
半
、
恋
部
の
二
冊
の
零
本
。
上
冊
と
下
冊
は
別
筆
、
下
冊
は
「
寄
月
恋
」
二
番
の
左
方
人
難
陳
の
途
中
か
ら
と
い
う
不
完
全
な
本
で
あ
る
が
、
両
冊
末
尾
の
奥
書
、「（
上
）
此
一
帖
先
祖
盛
□
□
／
手
跡
也
。
尤
於
家
□
□
／
可
令
所
持
者
歟
□
□
／
永
正
九
（
一
五
一
二
）」「（
下
）
此
本
、
於
讃
州
宇
多
津
、
亡
父
／
盛
家
書
写
所
也
。
而
、
寄
／
恋
部
一
帖
、
或
人
借
、
不
返
／
間
、
三
条
京
極
草
庵
／
書
続
了
。
／
応
永
廿
四
（
一
四
一
七
）
年
正
月
日
／
桑
門
宝
善
（
花
押
）」
か
ら
、
応
永
二
十
四
年
の
書
写
と
い
う
、
現
存
最
古
の
伝
本
で
あ
る
。
七　
新
古
今
和
歌
集
（
し
ん
こ
き
ん
わ
か
し
ゅ
う
）　
二
〇
巻　
二
帖
　
　
〔
室
町
時
代
中
期
〕
写
。
山
崎
宗
鑑
筆
。
　
　
縦
二
五
・
二
、
横
一
七
。
　
『
新
古
今
和
歌
集
』
は
、
後
鳥
羽
上
皇
の
下
命
に
な
る
、
第
八
番
目
の
勅
撰
集
。
撰
者
は
、
源
通
具
等
五
人
。
元
久
二
（
一
二
〇
五
）
年
三
月
二
六
日
、
竟
宴
が
行
わ
れ
る
が
、
竟
宴
直
後
か
ら
、
院
の
意
思
に
よ
り
切
継
が
行
わ
れ
た
。
院
は
倒
幕
を
企
て
た
承
久
の
乱
に
よ
っ
て
隠
岐
に
配
流
さ
れ
る
が
、
そ
の
地
で
も
撰
抄
を
行
い
、
約
四
百
首
を
切
出
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
隠
岐
本
『
新
古
今
集
』
で
あ
る
。
　
現
存
す
る
伝
本
は
切
継
時
代
の
書
写
本
の
系
統
が
多
い
。
掲
出
の
当
館
蔵
本
も
そ
の
流
れ
の
伝
本
で
あ
る
。
所
収
歌
は
流
布
本
に
近
い
が
、
巻
第
十
七
雑
歌
中
に
、『
拾
遺
集
』
入
集
の
紀
貫
之
歌
「
幾
世
経
し
」
が
載
り
（『
新
編
国
歌
大
観
』
一
六
〇
五
番
の
後
方
）、
先
行
勅
撰
集
入
集
歌
は
切
出
す
の
が
原
則
で
、
こ
の
本
は
切
出
し
直
前
の
姿
を
保
存
す
る
箇
所
が
あ
る
の
で
あ
り
、
貴
重
で
あ
る
。
　
掲
出
本
に
は
、
古
筆
琴
山
の
「
山
崎
住
宗
鑑　
新
古
今
和
歌
集　
全
部
上
下
二
冊
」
の
極
札
が
あ
る
。
こ
の
集
は
、
室
町
時
代
の
連
歌
を
た
し
な
む
人
た
ち
の
必
携
の
文
献
で
、
連
歌
師
宗
鑑
（
天
文
九
（
一
五
四
〇
）
年
頃
没
）
の
筆
と
さ
れ
る
の
も
首
肯
さ
れ
る
。
八　
新
撰
菟
玖
波
集
（
し
ん
せ
ん
つ
く
ば
し
ゅ
う
）　
二
〇
巻　
四
冊
　
　
〔
明
応
八
（
一
四
九
九
）
年
〕
写
。
三
条
西
実
隆
等
筆
。
　
　
縦
二
三
・
六
㎝
、
横
一
八
㎝
。
料
紙
鳥
の
子
。
青
地
に
梅
花
紋
金
襴
。
綴
葉
装
。　
　
『
新
撰
菟
玖
波
集
』
は
、
明
応
四
（
一
四
九
五
）
年
に
成
っ
た
准
勅
撰
の
連
歌
撰
集
で
あ
る
。
巻
頭
の
仮
名
序
に
よ
れ
ば
、
二
条
良
基
（
元
応
二
（
一
三
二
〇
年
）
〜
嘉
慶
二
（
一
三
八
八
）
年
）
の
編
ん
だ
初
の
准
勅
撰
連
歌
撰
集
『
菟
玖
波
集
』
の
後
を
継
ぐ
連
歌
撰
集
の
編
集
事
業
を
進
め
て
い
な
が
ら
、
応
仁
の
乱
の
た
め
に
果
た
せ
な
か
っ
た
一
条
兼
良
（
応
永
九
（
一
四
〇
二
）
年
〜
文
明
一
三
（
一
四
八
一
）
年
）
の
志
を
つ
い
で
、
兼
良
の
息
で
あ
る
一
条
冬
良
（
寛
正
五
（
一
四
六
四
）

年
〜
永
正
一
一
（
一
五
一
四
）
年
）
が
編
ん
だ
も
の
と
す
る
が
、
実
際
の
編
集
は
宗
（
応
永
二
八
　
（一
四
二
一
）
年
〜
文
亀
二
（
一
五
〇
二
）
年
）
を
中
心
に
兼
載
（
享
徳
元
（
一
四
五
二
）
年
〜
永
正
七
　
（一
五
一
〇
）
年
）
の
協
力
と
三
条
西
実
隆
（
康
正
元
（
一
四
五
五
）
年
〜
天
文
六
（
一
五
三
七
）
　
年
）
の
支
援
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
宗
の
厳
し
い
選
句
に
よ
り
、
完
成
期
の
連
歌
の
到
達
し
た
高
い
境
地
を
示
す
作
品
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
後
世
か
ら
も
模
範
と
仰
が
れ
た
撰
集
で
あ
る
。
　
本
書
は
実
隆
公
記
明
応
八
年
六
月
八
日
の
条
に
「
宗
祇
法
師
新
撰
菟
玖
波
集
料
紙
新
写
事
所
望
自
序
至
秋
下　
可
書
之
由
命
之
持
来　
無
子
細
之
由
諾
了
」
と
あ
る
の
に
相
当
す
る
と
さ
れ
る
も
の
で
、
明
応
八
年
書
写
本
と
さ
れ
る
。
九　
賦
何
船
連
歌
（
ふ
な
に
ふ
ね
れ
ん
が
）　
一
軸
　
　
長
享
元
（
一
四
八
七
）
年
十
一
月
十
三
日
　
　
一
紙
の
長
さ
五
五
・
五
㎝
。
紙
高
一
八
・
一
㎝
。
八
枚
つ
ぎ
。
料
紙
金
泥
草
木
。
　
　
下
絵
打
曇
薄
手
鳥
の
子
。
　
肖
柏
（
句
数
一
二
句
）
の
発
句
、
泰
（
句
数
九
句
）
の
脇
、
宗
（
句
数
一
六
句
）
の
第
三
に
始
ま
る
百
韻
連
歌
。
連
衆
は
ほ
か
に
宗
友
（
句
数
九
句
）、
宗
長
（
句
数
一
二
句
）、
玄
清
（
句
数
五
句
）、
恵
林
（
句
数
一
句
）、
恵
俊
（
句
数
九
句
）、
宗
悦
（
句
数
八
句
）、
宗
般
（
句
数
八
句
）、
重
阿
（
句
数
三
句
）、
宗
恕
（
句
数
四
句
）、
盛
安
（
句
数
四
句
）
の
あ
わ
せ
て
十
三
名
。
巻
頭
に
置
か
れ
た
「
賦
何
船
連
歌
」
に
よ
っ
て
、
こ
の
連
歌
が
「
何
船
」
の
「
何
」
に
あ
て
は
ま
る
語
を
詠
み
込
む
こ
と
を
課
題
と
す
る
賦
物
（
ふ
し
も
の
）
連
歌
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
　
こ
の
連
歌
の
巻
か
れ
た
年
、
宗
は
六
七
歳
と
な
っ
て
お
り
、
翌
年
長
享
二
（
一
四
八
八
）
年
に
は
純
正
連
歌
の
代
表
作
品
と
さ
れ
る
「
水
無
瀬
三
吟
」
を
肖
柏
・
宗
長
と
と
も
に
興
行
す
る
な
ど
、
す
ぐ
れ
た
門
弟
を
育
て
上
げ
、
連
歌
師
と
し
て
の
円
熟
期
を
迎
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。


一
〇　
奥
州
名
所
百
番
誹
諧
発
句
合
　
　
　
（
お
う
し
ゅ
う
め
い
し
ょ
ひ
ゃ
く
ば
ん
は
い
か
い
ほ
っ
く
あ
わ
せ
）　
一
帖
　
　
寛
文
一
二
（
一
六
七
二
）
年
八
月
中
旬
　
　
縦
一
八
・
一
㎝
、
横
二
一
・
六
㎝
。
綴
葉
装
。
墨
付
五
九
丁
。
　
内
藤
風
虎
（
元
和
五
（
一
六
一
九
）
年
〜
貞
享
二
（
一
六
八
五
）
年
）
が
、
寛
文
一
二
年
、
五
四
歳
の
折
り
に
催
し
た
俳
諧
発
句
合
。
風
虎
・
忠
知
・
直
重
ら
二
〇
名
の
詠
ん
だ
陸
奥
名
所
句
を
左
右
に
つ
が
え
て
百
番
の
勝
負
と
し
、
判
詞
を
記
し
た
も
の
。
判
者
は
松
山
玖
也
（
元
和
九
（
一
六
二
三
）
年
〜
延
宝
四
（
一
六
七
六
）
年
）。
　
風
虎
は
陸
奥
国
岩
城
平
藩
主
の
家
に
生
ま
れ
、
寛
文
一
〇
（
一
六
七
〇
）
年
父
の
隠
居
に
よ
り
藩
主
と
な
り
、
以
後
死
ぬ
ま
で
そ
の
地
位
に
あ
っ
た
人
物
。
和
歌
・
俳
諧
を
よ
く
し
、
俳
諧
で
は
貞
門
俳
人
の
重
頼
・
季
吟
や
談
林
俳
人
の
宗
因
な
ど
と
も
親
し
く
交
流
し
、
貞
門
・
談
林
を
併
せ
呑
ん
だ
大
名
ら
し
い
大
ら
か
な
作
風
で
知
ら
れ
る
。
判
者
を
勤
め
た
玖
也
は
、
は
じ
め
休
甫
門
の
ち
宗
因
の
門
に
入
っ
た
大
坂
俳
人
で
、
風
虎
の
招
請
を
受
け
て
寛
文
四
（
一
六
六
四
）・
八
・
一
二
年
の
三
度
岩
城
を
訪
れ
て
い
る
。
一
一　
遊
糸
日
記
（
か
げ
ろ
う
に
っ
き
）　
二
巻　
一
冊
　
　
享
和
三
（
一
八
〇
三
）
年
写
。
清
水
浜
臣
筆
。
　
　
縦
二
四
・
八
、
横
一
七
。
袋
綴
。
　
　
外
題
「
遊
糸
日
記　
全
」、
内
題
「
蜻
蛉
日
記
上
（
下
）」。　
　
　
『
蜻
蛉
日
記
（
か
げ
ろ
う
に
っ
き
）』
は
、
平
安
女
流
日
記
文
学
最
初
の
作
品
。
全
三
巻
。
作
者
藤
原
道
綱
母
は
受
領
階
級
の
娘
で
あ
っ
た
が
、
権
門
貴
族
の
藤
原
兼
家
と
結
婚
し
、
道
綱
を
設
け
た
。
こ
の
日
記
は
、
一
夫
多
妻
の
世
に
あ
っ
て
、
夫
と
の
仲
に
苦
し
ん
だ
二
十
一
年
間
の
人
生
を
書
き
綴
っ
て
い
る
。
現
存
す
る
写
本
は
す
べ
て
近
世
以
降
の
も
の
で
、
善
本
が
な
く
、
い
ず
れ
の
写
本
も
誤
写
誤
脱
が
多
い
。
　
本
書
は
清
水
浜
臣
（
一
七
七
六
〜
一
八
二
四
年
）
の
自
筆
本
。
書
写
年
代
は
比
較
的
新
し
く
、
ま
た
三
巻
中
の
中
巻
を
欠
く
が
、
数
少
な
い
古
本
系
の
一
本
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
識
語
に
は
「
延
宝
元
（
一
六
七
三
）
年
／
丑
九
月
下
写
之
」
と
あ
る
の
で
、
親
本
は
延
宝
元
年
の
書
写
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
上
欄
に
大
き
く
空
白
を
取
り
、
朱
、
墨
、
藍
の
筆
で
、
契
沖
本
以
下
数
本
と
の
校
合
や
書
き
入
れ
が
行
わ
れ
て
い
る
。
京
都
大
学
に
は
本
書
の
転
写
本
が
あ
る
。

一
二　
伊
勢
物
語
聞
書
（
肖
聞
抄
）
　
　
　
（
い
せ
も
の
が
た
り
き
き
が
き
）　
三
巻　
三
冊
　
　
〔
慶
長
一
四
（
一
六
〇
九
）
年
〕
刊
。
嵯
峨
本
。
　
　
縦
二
五
・
八
、
横
一
九
。
袋
綴
。
色
変
り
料
紙
あ
り
。
　
牡
丹
花
肖
柏
著
作
の
『
伊
勢
物
語
』
注
釈
書
。
中
央
に
「
肖
聞
抄
上
（
中
・
下
）」
と
題
簽
が
あ
る
。
内
題
は
「
伊
勢
物
語
聞
書
」。
宗
の
『
伊
勢
物
語
』
講
釈
の
聞
書
を
基
と
す
る
注
釈
書
で
、
題
簽
の
「
肖
聞
抄
」
は
肖
柏
の
聞
書
と
い
う
意
。
文
明
九
（
一
四
七
七
）
年
初
稿
本
が
成
立
し
、
三
訂
本
ま
で
の
増
補
が
あ
る
。
本
書
は
そ
の
三
訂
本
。
宗
説
を
中
核
と
す
る
内
容
で
、『
伊
勢
物
語
』
宗
注
の
流
れ
の
一
つ
。
は
じ
め
に
題
号
・
作
者
等
に
つ
い
て
の
説
を
記
し
、
本
文
で
は
「
む
か
し
」「
お
と
こ
」「
う
ゐ
か
う
ぶ
り
」
な
ど
の
見
出
語
を
掲
げ
て
説
明
を
加
え
る
。
先
学
の
諸
説
に
従
う
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
古
注
に
対
し
て
は
批
判
的
な
記
述
が
多
い
。
肖
柏
自
身
の
説
は
き
わ
め
て
少
な
い
と
い
え
る
。
宗
の
講
釈
の
聞
書
に
は
他
に
『
伊
勢
物
語
宗
長
聞
書
』
が
あ
る
が
、
内
容
に
は
相
違
が
見
ら
れ
る
。
　
肖
柏
（
嘉
吉
三
（
一
四
四
三
）
年
―
大
永
七
（
一
五
二
七
）
年
）
は
連
歌
師
で
、
夢
庵
・
牡
丹
花
・
弄
花
軒
な
ど
と
号
す
。
和
歌
を
飛
鳥
井
栄
雅
に
学
び
、
連
歌
は
宗
に
師
事
し
た
。『
水
無
瀬
三
吟
』『
湯
山
三
吟
』
な
ど
の
百
韻
に
加
わ
り
、『
源
氏
物
語
聞
書
』『
弄
花
抄
』
な
ど
古
典
の
注
釈
書
を
著
し
た
。
一
三　
大
和
物
語
（
や
ま
と
も
の
が
た
り
）　
一
巻　
一
帖
　
　
〔
江
戸
時
代
初
期
〕
写
。
　
　
縦
二
二
・
三
、
横
一
五
・
五
。
料
紙
鳥
の
子
。
綴
葉
装
。
　
『
大
和
物
語
』
は
平
安
時
代
中
期
の
歌
物
語
。
作
者
は
未
詳
で
あ
る
が
、
宇
多
天
皇
周
辺
の
女
房
と
す
る
説
が
有
力
。
天
暦
五
（
九
五
一
）
年
頃
に
成
立
し
、
一
条
朝
の
頃
（
ほ
ぼ
一
〇
〇
〇
年
前
後
）
に
増
補
さ
れ
て
現
存
形
態
に
な
っ
た
。
歌
物
語
は
当
時
の
貴
族
間
に
流
行
し
、
伝
承
さ
れ
て
い
た
〈
歌
語
り
〉
を
集
め
て
物
語
化
し
た
も
の
。
流
布
本
は
一
七
三
段
か
ら
成
り
、
二
九
四
首
の
和
歌
を
収
め
る
。
前
半
一
四
六
段
ま
で
は
陽
成
天
皇
・
宇
多
天
皇
を
中
核
に
、
そ
の
子
女
や
后
妃
、
お
よ
び
周
辺
の
貴
族
・
僧
侶
・
女
房
な
ど
一
四
〇
余
名
の
和
歌
に
ま
つ
わ
る
話
を
載
せ
る
。
後
半
一
四
七
段
以
降
は
、
生
田
川
伝
説
・
蘆
刈
伝
説
・
姥
捨
伝
説
な
ど
伝
承
説
話
を
中
心
と
す
る
歌
物
語
に
な
っ
て
い
る
。
　
本
書
は
奥
書
に
「
此
物
語
全
部
以
愚
本
周
桂
法
師
／
終
一
筆
之
功
数
奇
深
切
尤
可
感
嘆
／
一
見
之
次
加
老
翰
而
己　
逍
遥
叟
判
／
大
永
八
（
一
五
二
八
）
年
秋
八
月
日
／
以
這
本
令
書
写
校
合
畢
／
藤
方
光
（
花
押
）」
と
あ
り
、
三
条
西
実
隆
（
逍
遥
）
の
所
持
本
を
連
歌
師
の
周
桂
法
師

が
書
写
し
、
そ
れ
を
藤
原
方
光
が
重
ね
て
転
写
し
校
合
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。『
大
和
物
語
』
の
伝
本
で
は
第
一
類
系
統
の
為
氏
本
系
統
に
属
し
、
大
永
本
と
呼
称
さ
れ
る
貴
重
な
善
本
。
一
四　
う
つ
ほ
物
語
（
う
つ
ほ
も
の
が
た
り
）　
二
〇
巻　
三
〇
冊
　
　
延
宝
五
（
一
六
七
七
）
年
刊
。
平
野
広
臣
自
筆
書
入
校
合
本
。
　
　
縦
二
六
・
三
、
横
一
八
。
　
『
う
つ
ほ
物
語
』
は
、『
源
氏
物
語
』
以
前
の
平
安
前
期
長
編
物
語
。
作
者
、
成
立
年
時
と
も
未
詳
。
男
性
知
識
人
の
手
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
作
品
に
は
よ
い
写
本
が
な
く
、
最
善
本
と
さ
れ
る
前
田
本
も
か
な
り
の
誤
脱
を
含
ん
で
い
る
。
　
本
書
は
慶
長
以
後
の
版
本
で
あ
る
が
、
所
持
者
で
あ
っ
た
平
野
広
臣
の
詳
細
な
書
き
入
れ
を
持
つ
こ
と
で
貴
重
な
一
書
で
あ
る
。
彼
は
朱
筆
や
青
筆
を
用
い
て
、
田
中
道
麿
本
を
校
合
し
た
鈴
木
朗
本
と
、
自
身
の
所
持
す
る
浜
田
本
（
静
嘉
堂
文
庫
蔵
「
浜
田
家
秘
蔵
本
」
と
は
別
）
と
の
校
合
を
行
っ
て
い
る
が
、
浜
田
本
は
現
在
所
在
不
明
。
本
書
の
校
合
本
文
に
よ
っ
て
の
み
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
広
臣
は
尾
張
藩
医
の
家
に
生
ま
れ
、
家
業
を
継
い
で
江
戸
藩
邸
に
勤
め
る
傍
ら
、
寛
政
一
二
（
一
八
〇
〇
）
年
に
本
居
宣
長
の
門
下
に
入
り
古
典
を
学
ん
だ
。
藩
士
の
多
く
が
彼
の
教
え
を
請
う
た
と
言
わ
れ
る
。
本
書
に
几
帳
面
に
記
さ
れ
た
日
付
に
よ
れ
ば
、
校
合
作
業
は
弘
化
三
（
一
八
四
六
）
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
行
わ
れ
て
い
る
。
六
十
三
、
四
歳
頃
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
医
業
に
携
わ
り
つ
つ
、
研
究
作
業
に
没
頭
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
、
物
語
享
受
の
あ
り
方
と
し
て
も
興
味
深
い
。
一
五　
〔
源
氏
小
鏡
〕（
げ
ん
じ
こ
か
が
み
）　
二
帖
　
　
〔
室
町
時
代
中
期
〜
後
期
〕
写
。
枡
形
本
。
　
　
縦
一
六
・
三
、
横
一
七
・
二
。
料
紙
鳥
の
子
。
綴
葉
装
。
　
　
表
紙　
黄
地
の
多
色
花
模
様
（
後
に
付
し
た
も
の
）。
　
一
一
世
紀
初
頭
の
成
立
当
初
か
ら
多
く
の
読
者
を
得
、
新
古
今
時
代
に
は
藤
原
俊
成
を
し
て
「
源
氏
見
ざ
る
歌
詠
み
は
遺
恨
の
こ
と
な
り
」
と
言
わ
し
め
た
『
源
氏
物
語
』
は
、
全
五
十
四
帖
、
登
場
人
物
数
百
人
、
七
十
余
年
に
わ
た
る
長
大
な
物
語
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
年
立
て
、
系
図
、
注
釈
、
梗
概
書
の
類
は
早
く
か
ら
作
ら
れ
た
。『
源
氏
小
鏡
』
は
、
南
北
朝
時
代
に
成
立
し
た
『
源
氏
物
語
』
の
梗
概
書
。
主
と
し
て
連
歌
師
の
間
で
読
ま
れ
た
と
さ
れ
る
。
作
者
は
花
山
院
長
親
、
心
敬
な
ど
の
説
が
あ
る
が
未
詳
。
桐
壺
巻
か
ら
最
後
の
夢
浮
橋
巻
ま
で
の
各
巻
の
梗
概
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
の
主
要
語
句
を
取
り
上
げ
て
註
釈
が
中
心
だ
が
、
雲
隠
巻
の
名
の
由
来
、
並
び
の
巻
や
宇
治
十
帖
に
よ
る
目
録
な
ど
、
作
品
の
構
造
を
中
世
の
人
々
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
か
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
本
書
に
は
添
え
紙
が
残
さ
れ
て
お
り
、
表
は
「
夢
庵
居
士
肖
栢
老
人
筆
／
源
氏
小
鏡
」、
裏
は
中
央
に
「
牡
丹
花
老
人
真
跡
」
と
あ
っ
て
、
脇
に
肖
柏
の
経
歴
を
記
す
が
、
肖
柏
自
筆
の
真
偽
は
つ
い
て
は
俄
か
に
断
じ
が
た
い
。
一
六　
平
家
物
語
（
へ
い
け
も
の
が
た
り
）　
一
二
巻　
一
二
帖
　
　
〔
江
戸
時
代
中
期
〕
写
。
一
方
流
節
付
本
。
　
　
縦
二
四
・
八
、
横
一
八
・
三
。
　
『
平
家
物
語
』
は
、
成
立
直
後
か
ら
、
読
ま
れ
る
享
受
と
聞
か
れ
る
享
受
が
平
行
し
て
い
た
。
『
徒
然
草
』
に
「
信
濃
前
司
行
長
」
が
「
平
家
物
語
を
作
り
て
生
仏
（
し
ょ
う
ぶ
つ
）
と
い
ひ
け
る
盲
目
に
教
へ
て
語
ら
せ
け
り
」
と
い
う
伝
承
が
載
る
。
語
り
先
行
・
筆
録
先
行
・
語
り
筆
録
平
行
発
生
等
諸
説
が
あ
る
が
、
室
町
中
期
以
降
は
、
読
み
と
聞
き
の
享
受
二
態
が
平
行
し
て
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
内
の
語
り
は
、
一
方
（
い
ち
か
た
）・
八
坂
（
や
さ
か
）
の
二
流
派
に
別
れ
た
。
覚
一
検
校
・
城
一
検
校
な
ど
「
一
」
の
字
を
名
の
下
に
付
し
て
師
伝
を
継
承
し
た
流
派
が
一
方
流
で
あ
る
。
　
当
館
蔵
『
平
家
物
語
』
の
一
本
、
掲
出
書
は
、
巻
第
一
の
「
殿
上
闇
討
」
か
ら
「
願
立
」
に
至
る
十
二
句
に
、
そ
の
一
方
流
の
節
付
の
墨
譜
を
付
し
て
い
る
。
掲
出
の
二
面
は
「
二
代
后
」
の
末
尾
か
ら
「
額
打
論
」
の
前
半
部
分
で
あ
る
が
、「
思
ひ
き
や
」
の
歌
に
「
上
歌
」
の
曲
節
指
示
、「
詢
（
ク
ド
キ
）」「
初
重
」「
折
声
」
そ
の
他
の
曲
節
指
示
が
見
え
、
ま
た
諸
所
に
「
丶
丶
丶
丶
」
な
ど
の
墨
譜
が
付
さ
れ
て
い
る
。
当
館
蔵
本
に
は
奥
書
等
が
な
く
、
書
写
年
代
や
書
写
者
は
特
定
で
き
な
い
が
、
江
戸
時
代
中
期
を
下
ら
な
い
写
で
あ
る
。
室
町
時
代
末
期
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
か
け
て
の
一
方
流
の
琵
琶
語
り
の
実
態
を
示
す
、
最
古
の
資
料
の
一
つ
で
あ
る
。
一
七　
八
坂
流
平
家
物
語　
訪
月
巻
　
　
　
（
や
さ
か
り
ゅ
う
へ
い
け
も
の
が
た
り　
つ
き
み
の
ま
き
）　
一
巻　
一
冊
　
　
文
政
三
（
一
八
二
〇
）
年
写
。
八
坂
流
譜
本
。
岡
正
武
筆
。
　
　
縦
二
四
、
横
一
六
・
八
。
　
『
平
家
物
語
』
の
詞
章
を
琵
琶
の
間
奏
で
語
る
「
平
家
琵
琶
」
は
、
早
く
一
方
（
い
ち
か
た
）・
八
坂
（
や
さ
か
）
の
二
流
に
別
れ
た
が
、
八
坂
流
は
、
一
方
流
の
明
石
検
校
覚
一
（
応
安
四
（
一
三
七
一
）
年
没
）
の
活
動
に
よ
る
隆
盛
に
押
さ
れ
、
江
戸
時
代
に
は
ほ
と
ん
ど
滅
亡
し
た
。
た
だ
「
訪
月
」
の
み
、
語
り
が
伝
え
ら
れ
、
数
多
く
の
写
本
が
残
さ
れ
た
。
当
館
蔵
本
は
、
奥
書
に
、

「
右
、
八
坂
流
訪
月
巻
、
於
大
坂
旅
館
、
自
星
野
検
校
口
授
、
干
時
文
政
三
（
一
八
二
〇
）
年
庚
辰
十
月
五
日
也　
岡
正
武
」
と
あ
り
、
ま
た
、
巻
末
の
長
文
の
跋
文
の
末
尾
に
、「
天
保
十
三
（
一
八
四
二
）
年
九
月
、
六
十
九
老
人
螢
澤
斎
岡
正
武
」
と
あ
る
。
幕
府
殿
中
医
岡
正
武
が
荻
野
検
校
門
下
の
星
野
検
校
か
ら
伝
え
ら
れ
た
本
で
あ
る
。
掲
出
の
巻
頭
部
分
第
一
面
に
見
る
よ
う
に
、
行
間
に
「
詢
（
ク
ド
キ
）」
と
い
う
曲
節
指
示
や
、「
上
」「
コ
」
と
い
う
節
回
し
を
指
定
す
る
墨
譜
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
演
者
は
こ
の
曲
節
指
示
と
譜
に
よ
っ
て
、
物
語
を
語
る
。
　
当
館
蔵
『
訪
月
』
の
他
に
、
東
京
大
学
文
学
部
国
語
研
究
室
蔵
『
平
家
正
節
（
へ
い
け
ま
ぶ
し
）』
中
『
八
坂
流
訪
月
』、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
『
語
平
家
傳
書
』
の
内
『
八
坂
流
訪
月
』
な
ど
、
伝
本
は
多
い
。
一
八　
〔
謡
本
〕（
う
た
い
ぼ
ん
）　
二
十
七
番　
二
七
冊
　
　
慶
長
八
（
一
六
〇
三
）
年
・
同
一
一
（
一
六
〇
六
）
年
写
。
観
世
身
愛
（
た
だ
ち
か
）
筆
。
　
　
縦
二
〇
・
七
㎝
、
横
一
四
・
五
㎝
。
袋
綴
。
二
重
木
箱
入
。
　
　
印
記
‥
笠
家
文
庫
（
唐
津
藩
小
笠
原
家
）。
　
謡
本
と
は
、
能
の
詞
章
に
節
付
（
い
わ
ゆ
る
ゴ
マ
点
）
を
傍
記
し
た
譜
本
で
、
能
の
脚
本
と
い
う
よ
り
、
謡
い
を
学
ぶ
た
め
の
稽
古
本
と
し
て
の
役
割
を
持
っ
て
い
た
。
現
存
最
古
の
謡
本
は
一
五
世
紀
の
世
阿
弥
自
筆
本
（
九
番
）
で
あ
る
が
、
謡
い
が
公
家
・
武
家
・
富
商
な
ど
素
人
に
流
行
し
た
一
六
世
紀
中
頃
か
ら
謡
本
が
盛
ん
に
筆
写
さ
れ
、
江
戸
時
代
に
入
る
と
、
当
時
の
印
刷
技
術
の
進
歩
と
相
ま
っ
て
、
謡
本
の
出
版
が
盛
ん
と
な
る
。
　
本
書
は
、
能
の
大
成
者
観
阿
弥
・
世
阿
弥
を
祖
と
す
る
観
世
流
九
世
大
夫
、
観
世
身
愛
（
た
だ
ち
か
、
忠
親
と
も
（
一
五
六
六
〜
一
六
二
六
年
））
筆
写
の
謡
本
二
十
七
番
で
あ
る
。
観
世
身
愛
は
、
祖
父
観
世
宗
節
の
薫
陶
を
受
け
後
援
者
徳
川
家
康
の
も
と
、
駿
府
か
ら
京
都
へ
と
進
出
し
、
文
禄
二
（
一
五
九
三
）
年
に
は
豊
臣
秀
吉
か
ら
四
座
の
棟
梁
の
一
人
と
し
て
配
当
米
を
与
え
ら
れ
た
。
　
本
書
は
、
唐
津
藩
小
笠
原
家
（
小
倉
藩
主
小
笠
原
氏
の
支
族
、
文
化
一
四
（
一
八
一
七
）
年
小
笠
原
長
昌
の
と
き
肥
前
唐
津
藩
六
万
石
に
封
ぜ
ら
れ
た
。）
の
旧
蔵
と
み
ら
れ
、
漆
塗
り
の
二
重
木
箱
に
入
れ
秘
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

一
九　
間
之
本
（
あ
い
の
ほ
ん
）　
二
帖
（
五
帖
之
内
）
　
　
〔
江
戸
時
代
初
期
、
貞
享
年
間
（
一
六
八
四
〜
八
八
）
以
前
〕
写
。
横
本
。
　
　
〔
第
一
帖
〕
半
蔀
ほ
か
三
七
番
。
　
　
〔
第
二
帖
〕
松
山
ほ
か
八
八
番
。
欠
落
の
曲
を
除
い
て
全
一
一
五
曲
を
収
め
る
。
　
　
縦
一
六
㎝
、
横
二
一
・
七
㎝
。
料
紙
鳥
の
子
。
綴
葉
装
。
渋
引
表
紙
。
　
間
（
ア
イ
）
と
は
、
能
の
中
の
役
名
で
、
前
後
二
場
の
能
の
前
ジ
テ
退
場
後
に
登
場
し
、
前
半
の
能
の
物
語
を
要
約
・
再
説
し
、
後
ジ
テ
登
場
ま
で
の
間
を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
う
。
能
間
（
の
う
あ
い
）、
間
狂
言
（
あ
い
き
ょ
う
げ
ん
）
と
も
言
う
。「
間
之
本
」
と
は
、
そ
の
間
の
役
が
語
る
セ
リ
フ
や
演
技
を
書
き
し
る
し
た
本
で
、
能
が
成
立
し
た
室
町
時
代
に
書
き
と
ど
め
ら
れ
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
本
書
は
最
古
の
部
類
に
属
す
る
。
　
本
書
が
「
西
村
本
」
と
称
さ
れ
る
の
は
、（
墨
で
抹
消
し
て
あ
る
が
）
末
尾
の
所
持
者
を
示
す
ら
し
い
位
置
に
「
西
村
弥
三
左
衛
門
」
と
署
名
が
あ
り
、
こ
の
名
は
貞
享
四
年
版
の
『
能
之
訓
蒙
図
彙
』
巻
四
「
京
都
芸
者
名
付
（
狂
言
）」
の
部
、
村
田
平
右
衛
門
の
項
に
そ
の
師
の
名
と
し
て
記
し
て
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
村
田
・
西
村
と
も
流
派
は
不
明
で
あ
る
が
、
本
書
の
セ
リ
フ
の
内
容
か
ら
大
蔵
流
の
間
狂
言
を
、
役
者
自
身
が
手
控
え
的
に
記
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
二
〇　
〔
住
吉
物
語
絵
巻
〕（
す
み
よ
し
も
の
が
た
り
え
ま
き
）　
二
軸　
　
　
〔
室
町
時
代
初
期
〜
中
期
〕
作
。
奈
良
絵
巻
。
　
　
紙
高
三
三
・
五
㎝
。
上
巻
は
鳥
の
子
の
料
紙
三
一
枚
、
下
巻
は
二
六
枚
を
継
ぐ
。
一
枚
の
長
さ
二
二
〜
二
八
㎝
。
挿
絵
は
上
巻
一
一
図
、
下
巻
一
一
図
。
　
鎌
倉
時
代
の
中
世
王
朝
物
語
で
あ
る
改
作
本
『
住
吉
物
語
』
を
絵
巻
仕
立
て
に
し
た
も
の
。
『
住
吉
物
語
』
の
内
容
は
以
下
の
通
り
。
四
位
中
将
が
母
を
亡
く
し
た
姫
君
に
求
婚
す
る
が
、
継
母
は
自
分
の
娘
の
三
の
君
と
少
将
を
結
婚
さ
せ
て
し
ま
う
。
父
親
が
姫
君
を
入
内
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
、
継
母
は
こ
れ
を
妨
害
し
、
七
十
余
歳
の
主
計
頭
に
姫
君
を
盗
む
よ
う
画
策
す
る
。
姫
君
は
乳
母
子
の
侍
従
と
と
も
に
亡
母
の
乳
母
の
尼
が
住
む
住
吉
に
隠
れ
る
。
四
位
中
将
は
長
谷
寺
に
参
籠
し
て
夢
告
を
得
、
姫
君
を
住
吉
に
訪
ね
て
再
会
、
京
に
戻
っ
て
幸
福
な
結
婚
生
活
を
送
っ
た
。
典
型
的
な
継
子
物
語
で
、
貴
族
恋
愛
譚
的
要
素
と
長
谷
寺
霊
験
譚
的
要
素
を
含
む
。
　
本
絵
巻
は
零
巻
（
不
完
全
本
）
で
、
上
巻
は
嵯
峨
野
で
の
小
松
引
き
の
野
遊
び
の
場
面
あ
た
り
ま
で
、
下
巻
は
住
吉
の
尼
君
か
ら
の
返
事
を
得
る
場
面
あ
た
り
ま
で
の
内
容
。
改
装
補
修
の
際
の
錯
簡
補
写
が
見
ら
れ
る
が
、
製
作
年
代
が
古
い
貴
重
な
絵
巻
で
あ
る
。

二
一　
〔
し
や
か
の
本
地
〕（
し
や
か
の
ほ
ん
じ
）　
一
冊
　
　
〔
江
戸
時
代
初
期
〕
写
。
大
型
奈
良
絵
本
。
　
　
縦
三
三
・
六
、
横
二
三
・
六
。
袋
綴
。
　
室
町
時
代
に
成
立
し
た
釈
の
生
涯
を
記
し
た
御
伽
草
子
。
僧
侶
物
・
本
地
物
。『
釈
本
懐
伝
記
』『
釈
物
語
』
と
も
。
表
紙
・
裏
表
紙
と
も
に
欠
き
、
内
題
も
な
い
。
古
朴
な
彩
色
挿
絵
が
豊
富
で
、
全
九
一
丁
の
う
ち
五
八
面
（
一
面
半
丁
分
）
あ
る
。
　
内
容
は
釈
の
過
去
世
か
ら
始
ま
り
、
前
生
譚
と
し
て
の
雪
山
童
子
の
無
常
偈
聴
聞
譚
、
次
い
で
下
天
・
託
胎
・
出
胎
・
出
家
・
降
魔
・
転
法
輪
・
涅
槃
の
い
わ
ゆ
る
八
相
成
道
を
順
を
追
っ
て
記
述
す
る
。
正
統
の
仏
伝
や
仏
教
説
話
集
所
載
の
仏
伝
と
は
相
違
し
、
随
所
に
中
世
物
語
と
し
て
の
潤
色
が
施
さ
れ
て
い
る
。
四
季
の
庭
園
造
営
な
ど
の
情
趣
面
、
妻
子
と
の
恩
愛
に
関
わ
る
情
愛
面
の
強
調
が
そ
れ
で
あ
る
。
な
お
、
本
書
は
釈
の
涅
槃
の
場
面
で
終
る
が
、
古
活
字
本
・
寛
永
二
十
年
版
本
（
三
冊
本
）
系
は
釈
の
荼
毘
、
阿
難
に
よ
る
仏
典
結
集
ま
で
を
記
す
。
二
二　
〔
文
正
草
子
〕（
ぶ
ん
し
ょ
う
そ
う
し
）　
二
軸　
　
　
〔
寛
永
八
（
一
六
三
一
）
年
〕
作
。
絵
巻
。
　
　
紙
高
二
九
㎝
、
上
巻
は
鳥
の
子
の
料
紙
三
六
枚
、
下
巻
は
三
八
枚
を
継
ぐ
。
一
枚
の
長
さ
五
〇
・
五
㎝
（
二
五
〜
四
〇
㎝
の
も
の
五
、
六
枚
あ
り
）。
挿
絵
は
上
巻
一
三
図
、
下
巻
一
〇
図
。
　
室
町
時
代
の
御
伽
草
子
。
庶
民
物
・
祝
儀
物
。『
塩
焼
文
正
』『
塩
う
り
文
正
』『
文
太
物
語
』
な
ど
と
も
。
江
戸
時
代
初
期
に
奈
良
絵
本
・
絵
巻
・
版
本
が
数
多
く
製
作
さ
れ
、
渋
川
版
御
伽
文
庫
二
三
編
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
庶
民
の
立
身
出
世
を
描
い
た
致
富
物
語
と
し
て
、
最
も
代
表
的
な
御
伽
草
子
。
内
容
は
以
下
の
通
り
。
常
陸
国
鹿
島
大
明
神
の
大
宮
司
に
仕
え
て
い
た
雑
色
の
文
太
は
屋
敷
を
追
放
さ
れ
、
塩
屋
に
雇
わ
れ
て
働
く
。
塩
釜
二
つ
を
貰
い
受
け
て
塩
を
焼
い
て
売
る
と
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
、
長
者
と
な
っ
て
名
を
文
正
常
岡
と
改
め
る
。
鹿
島
明
神
に
祈
っ
て
二
女
を
授
か
り
、
娘
た
ち
は
容
姿
端
麗
な
美
女
に
成
長
す
る
。
姉
妹
は
関
八
州
の
大
名
・
大
宮
司
の
子
息
・
常
陸
国
の
国
司
な
ど
か
ら
求
婚
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
受
け
つ
け
な
い
。
噂
を
聞
い
た
関
白
殿
下
の
御
子
二
位
の
中
将
が
京
か
ら
商
人
姿
に
身
を
や
つ
し
て
下
向
、
文
正
の
邸
に

留
す
る
。
中
将
は
姉
姫
と
契
り
、
正
体
を
明
か
し
て
姉
姫
を
伴
い
帰
京
す
る
。
や
が
て
中
将
は
大
将
に
加
階
、
帝
が
妹
姫
と
文
正
夫
婦
を
京
に
召
し
出
す
。
妹
姫
は
帝
の
寵
愛
を
受
け
皇
子
を
出
産
、
中
宮
と
な
る
。
文
正
は
七
十
歳
で
宰
相
と
な
り
、
妻
は
二
位
殿
と
仰
が
れ
、
百
余
歳
の
長
寿
を
保
っ
た
。
　
な
お
、
本
絵
巻
は
上
・
下
巻
末
に
「
寛
永
八
年
卯
月
吉
日
」
の
奥
書
を
有
し
、
書
写
年
代
を
明
記
し
た
絵
巻
と
し
て
は
現
存
最
古
の
も
の
で
あ
る
。
二
三　
伊
曾
保
物
語
（
い
そ
ほ
も
の
が
た
り
）
三
巻　
三
冊
　
　
〔
寛
永
一
六
（
一
六
三
九
）
年
〕
刊
。
古
活
字
版
。
　
　
縦
二
七
・
二
㎝
、
横
一
八
㎝
。
袋
綴
。
　
『
伊
曾
保
物
語
』
は
、
有
名
な
イ
ソ
ッ
プ
物
語
の
日
本
版
の
こ
と
で
あ
る
。
文
禄
二
（
一
五
九
三
）
年
に
イ
エ
ズ
ス
会
天
草
学
林
で
出
版
さ
れ
た
ロ
ー
マ
字
に
よ
る
も
の
と
、
後
に
国
字
で
出
版
さ
れ
た
仮
名
草
子
と
が
あ
る
。
本
書
は
後
者
に
あ
た
る
。
内
容
は
前
半
が
奇
妙
な
容
姿
で
あ
り
な
が
ら
知
恵
者
で
あ
る
主
人
公
・
伊
曾
保
の
伝
記
で
、
後
半
が
い
わ
ゆ
る
イ
ソ
ッ
プ
物
語
の
翻
訳
に
な
っ
て
い
る
。
　
仮
名
草
子
『
伊
曾
保
物
語
』
は
古
活
字
版
と
整
版
と
が
あ
り
、
本
学
に
は
万
治
二
（
一
六
五
九
）
年
刊
の
絵
入
り
整
版
本
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
　
ま
た
本
書
に
は
、
日
本
古
典
籍
業
界
に
名
声
を
残
す
弘
文
荘
反
町
茂
雄
（
明
治
三
四
（
一
九
〇
一
）
年
〜
平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
）
が
、
自
ら
の
古
典
籍
目
録
に
『
待
賈
書
目
』
と
名
付
け
る
由
来
と
も
な
っ
た
、
幕
末
の
著
名
な
書
肆
で
あ
る
達
磨
屋
五
一
（
文
化
一
四
（
一
八
一
七
）
年
〜
慶
応
四
（
一
八
六
八
）
年
）「
待
賈
堂
」
の
印
記
が
あ
る
点
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
二
四　
遊
子
方
言
（
ゆ
う
し
ほ
う
げ
ん
）　
一
巻　
一
冊
　
　
〔
明
和
二
〜
七
（
一
七
六
五
〜
一
七
七
〇
）
年
間
〕
江
戸
多
田
屋
利
兵
衛
刊
。
小
本
。
　
　
縦
一
五
・
九
㎝
、
横
六
・
七
㎝
。
　
遊
客
の
遊
里
で
の
遊
び
を
描
い
た
小
冊
子
。
書
名
は
中
国
（
漢
）
の
揚
雄
の
著
『
揚
子
方
言
』
を
も
じ
っ
た
も
の
、「
方
言
」
は
こ
こ
で
は
吉
原
の
郭
こ
と
ば
の
こ
と
。
江
戸
の
洒
落
本
流
行
の
端
緒
と
な
っ
た
作
品
で
、
会
話
体
を
中
心
に
人
物
描
写
が
さ
れ
て
お
り
、
以
後
会
話
体
が
洒
落
本
の
主
流
と
な
っ
た
。
　
本
書
は
、
後
年
の
刷
り
で
は
あ
る
が
、
初
印
本
と
同
じ
版
木
を
元
に
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
巻
末
に
多
田
屋
の
蔵
版
目
録
が
付
さ
れ
て
い
る
。
遊
里
の
客
と
遊
女
た
ち
の
会
話
を
写
実
的
に
描
い
て
お
り
、
郭
の
こ
と
ば
「
あ
い
、
さ
っ
き
そ
う
申
し
ん
し
た
」「
お
ま
へ
が
帰
り
な
ん
す
と
わ
っ
ち
ゃ
死
に
ん
す
」（
三
二
丁
オ
）
な
ど
、
江
戸
の
言
葉
を
知
る
上
で
も
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

二
五　
歴
聖
大
儒
像
（
聖
賢
像
軸
）（
れ
き
せ
い
だ
い
じ
ゅ
ぞ
う
）　
六
幅
　
　
寛
永
九
（
一
六
三
二
）
年
、
狩
野
山
雪
画
。
寛
永
十
三
年
、
金
世
濂
賛
書
。
　
　
各
面
縦
一
三
〇
㎝
、
横
四
四
・
五
㎝
。
紙
本
着
色
。
花
鳥
文
錦
表
装
。
牙
軸
。
　
江
戸
時
代
初
期
、
寛
永
九
年
、
徳
川
義
直
が
上
野
忍
岡
（
現
在
の
上
野
公
園
の
地
）
に
先
聖
殿
（
孔
子
廟
。
後
の
湯
島
聖
堂
）
を
建
て
、
林
羅
山
に
寄
進
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
翌
年
、
羅
山
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
大
学
寮
に
お
い
て
毎
年
二
月
八
月
の
上
丁
の
日
に
行
わ
れ
て
い
た
も
の
の
、
応
仁
の
乱
以
後
廃
絶
し
て
い
た
釈
奠
の
儀
式
が
復
興
さ
れ
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
羅
山
は
、
釈
奠
で
の
使
用
や
弘
文
館
（
後
の
昌
平
坂
学
問
所
）
で
学
ぶ
子
弟
へ
の
教
材
も
兼
ね
て
、
儒
教
の
聖
人
・
賢
人
二
一
人
の
肖
像
画
を
制
作
す
る
こ
と
を
企
画
し
、
狩
野
山
雪
に
描
く
よ
う
に
依
頼
し
て
い
る
。
そ
れ
が
現
存
す
る
「
歴
聖
大
儒
像
」
二
一
幅
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
十
三
年
十
二
月
、
朝
鮮
通
信
使
と
し
て
来
日
し
て
い
た
金
東
溟
（
世
濂
）
が
儒
者
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
羅
山
は
、
東
溟
に
二
一
幅
の
図
上
に
先
人
の
賛
語
を
揮
毫
し
て
も
ら
う
こ
と
を
願
っ
た
（「
聖
賢
像
軸
」『
羅
山
文
集
』
六
十
四
）。
羅
山
が
差
し
出
し
た
賛
語
は
、
周
子
か
ら
邵
子
ま
で
の
五
賢
人
に
つ
い
て
は
朱
子
の
賛
、
朱
子
に
つ
い
て
は
元
の
呉
澄
の
賛
で
あ
る
。
　
本
学
に
蔵
す
る
宋
儒
六
幅
は
、
明
治
に
な
っ
て
学
問
所
が
閉
じ
ら
れ
る
ま
で
の
間
、
釈
奠
の
儀
式
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
明
治
四
十
年
、
祭
祀
の
途
絶
え
る
の
を
遺
憾
と
し
て
、
東
京
高
等
師
範
学
校
（
本
学
の
前
身
）
の
教
官
ら
を
中
心
に
孔
子
祭
典
会
が
創
設
さ
れ
た
と
の
記
録
が
残
る
。
他
の
一
五
幅
は
現
在
、
東
京
国
立
博
物
館
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。
二
六　
鵞
峰
先
生
林
学
士
全
集
（
が
ほ
う
せ
ん
せ
い
り
ん
が
く
し
ぜ
ん
し
ゅ
う
）
　
　
　
文
集
一
二
〇
巻
目
二
巻　
詩
集
一
二
〇
巻
目
三
巻　
附
自
敍
略
譜
一
巻
　
　
　
一
〇
五
冊
　
　
元
禄
二
（
一
六
八
九
）
年
刊
。
　
　
各
冊
縦
二
七
・
三
㎝
、
横
一
九
㎝
。
袋
綴
。
　
江
戸
時
代
初
期
の
儒
学
者
、
林
鵞
峰
（
名
は
恕
ま
た
は
春
勝
、
鵞
峰
は
号
。
一
六
一
八
〜
一
六
八
〇
年
）
の
詩
文
全
集
。
第
一
冊
巻
頭
に
元
禄
二
年
八
月
付
の
、
鵞
峰
の
二
男
鳳
岡
に
よ
る
「
鵞
峰
先
生
林
学
士
全
集
序
」
と
「
鵞
峰
先
生
林
学
士
全
集
凡
例
」
と
が
置
か
れ
て
い
る
。
鵞
峰
は
羅
山
の
三
男
で
、
四
〇
才
で
林
家
を
嗣
ぐ
。
林
家
の
私
塾
を
幕
府
の
官
学
の
よ
う
な
扱
い
に
昇
格
さ
せ
、
後
の
昌
平
黌
の
基
礎
を
築
く
。
ま
た
幕
命
に
よ
り
編
纂
さ
れ
て
い
た
『
本
朝
通
鑑
』
三
一
〇
巻
を
、
邸
内
に
国
史
館
を
営
ん
で
、
寛
文
十
（
一
六
七
〇
）
年
に
完
成
さ
せ
た
。
他
に
『
国
史
館
日
録
』『
本
朝
一
人
一
首
』
な
ど
の
著
作
が
知
ら
れ
る
。
詩
文
集
に
は
外
交
文
書
は
じ
め
公
的
立
場
に
よ
る
も
の
以
外
に
種
々
の
作
品
が
あ
り
、
文
集
巻
七
十
七
か
ら
七
十
九
の
三
巻
を
費
や
す
「
西
風
涙
露
」
は
、
寛
文
六
（
一
六
六
六
）
年
に
早
逝
し
た
長
男
梅
洞
を
追
悼
し
た
文
章
で
、
個
人
的
な
感
情
の
流
露
を
八
七
段
の
長
文
に
託
し
た
も
の
と
し
て
特
徴
的
で
あ
る
。
巻
八
十
六
「
狩
野
永
納
家
伝
画
軸
序
」（
寛
文
九
年
）
に
は
二
五
「
歴
聖
大
儒
像
」
が
羅
山
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
経
緯
が
記
さ
れ
て
お
り
、「
今
に
伝
へ
て
忍
岡
の
文
庫
に
存
す
。
釈
菜
（
釈
奠
の
こ
と
）
あ
る
毎
に
、
聖
堂
の
両
廡
に
陳
設
す
。
人
々
の
観
る
と
こ
ろ
な
り
」
と
あ
り
、
「
歴
聖
大
儒
像
」
の
使
用
の
実
際
が
知
ら
れ
て
貴
重
で
あ
る
。
本
書
は
印
記
よ
り
尾
張
藩
校
明
倫
堂
払
下
げ
本
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
二
七　
水
滸
後
伝
（
す
い
こ
こ
う
で
ん
）　
八
巻
四
〇
回　
一
六
冊
　
　
陳
忱
（
明
）
著
。
万
暦
三
六
（
明　
一
六
〇
八
）
年
序　
刊
。
　
　
左
右
双
辺
。
無
界
。
各
面
九
行
、
二
〇
字
。
縦
二
二
・
二
、
横
一
五
・
二
。
　
　
目
録
題
・
内
題
次
行
に
「
古
宋
遺
民
著　
鴈
宕
山
樵
評
」
と
あ
る
。
　
　
版
心
題
：
上
に
「
水
滸
後
伝
」、
下
に
「
元
人
遺
本
」。
　
　
巻
首
に
古
宋
遺
民
原
序　
論
畧
。
　
　
印
記
：
巻
末
に
合
綴
し
た
識
語
に
「
竜
印
」「
元
瑞
」
の
二
印
。
　
『
水
滸
後
伝
』
は
清
初
の
長
編
小
説
。
序
は
仮
託
で
あ
り
、「
古
宋
遺
民
」
と
い
う
名
と
と
も
に
明
の
滅
亡
（
一
六
四
四
年
）
後
、
遺
民
と
し
て
生
き
た
陳
忱
の
姿
を
伝
え
る
。『
水
滸
伝
』
を
受
け
、
宋
江
の
死
後
、
生
き
残
っ
た
三
二
人
の
英
雄
が
奸
臣
に
逼
ら
れ
、
海
外
に
脱
出
す
る
経
緯
を
描
く
。
多
く
の
『
水
滸
伝
』
の
続
作
の
な
か
も
っ
と
も
優
れ
る
。
英
国
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
版
が
原
刊
本
と
い
わ
れ
、
本
学
本
に
は
欠
け
る
封
面
が
あ
り
、「
遺
経
堂
蔵
書
」
と
い
う
書
舗
が
記
さ
れ
て
い
る
。
本
学
本
は
、
巻
末
に
「
文
政
十
一
（
一
八
二
八
）
年
秋
嵒
〔
仙
の
異
体
字
〕
史
竜
題
」
と
署
し
た
識
語
一
丁
が
あ
り
、
小
石
元
瑞
（
江
戸
後
期
の
蘭
方
医
。
名
は
竜
、
号
は
秋
嵒
）
に
よ
る
補
筆
が
数
カ
所
行
わ
れ
て
い
る
。
二
八　
笑
府
（
し
ょ
う
ふ
）　
六
巻　
四
冊
　
　
〔
馮
夢
竜
（
ふ
う
む
り
ゅ
う
）〕（
明
）
著
。
　
　
〔
康
煕
年
間　
清　
一
六
六
二
〜
一
七
二
二
〕
刊
か
。
武
陵
蔵
板
。
　
　
左
右
双
辺
。
無
界
。
各
面
八
行
、
二
〇
字
。
縦
一
八
・
一
、
横
一
一
。
小
本
。
　
　
巻
首
に
墨
斎
（
ぼ
く
か
ん
さ
い
）
主
人
〔
馮
夢
竜
の
筆
名
〕
序
。
　
　
印
記
：
各
冊
は
じ
め
に
「
善
庵
三
十
年
精
力
所
聚
」「
善
図
書
」「
林
印
昌
純
」
の
三
印
。
　
『
笑
府
』
は
、
明
末
の
俗
文
学
界
の
大
御
所
馮
夢
竜
の
編
と
さ
れ
る
笑
話
集
。
五
九
九
話
を
一
三
部
に
分
け
、
各
部
の
は
じ
め
に
は
按
語
が
置
か
れ
、
評
語
も
付
さ
れ
る
。
原
本
は
中
国
で

は
早
く
に
散
逸
し
、
わ
が
国
に
は
内
閣
文
庫
と
本
学
に
各
一
部
現
存
す
る
。
内
閣
文
庫
本
は
豊
後
（
大
分
県
）
佐
伯
藩
の
献
上
本
で
保
存
が
よ
い
が
、
封
面
が
欠
け
て
い
る
。
本
学
本
に
は
、
下
半
分
で
あ
る
が
黄
色
の
封
面
が
あ
り
「
武
陵
蔵
板
」
と
い
う
書
舗
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
右
側
の
「
次
」
は
「
墨
斎
編
次
」
の
末
字
で
あ
り
、「
笑
府
」
の
上
部
は
「
序
」
に
見
え
る
「
笑
」
に
模
し
て
後
人
が
加
筆
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
二
九　
南
総
里
見
八
犬
伝
（
な
ん
そ
う
さ
と
み
は
っ
け
ん
で
ん
）
　
　
　
全
九
輯　
九
八
巻　
一
〇
六
冊
　
　
〔
文
化
一
一
（
一
八
一
四
）
年
〜
天
保
一
三
（
一
八
四
二
）
年
〕
刊
。　
　
　
滝
沢
（
曲
亭
）
馬
琴
著
。
　
　
縦
一
七
・
七
㎝
、
横
一
五
・
七
㎝
。
袋
綴
。
　
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
は
、
滝
沢
（
曲
亭
）
馬
琴
（
明
和
四
（
一
七
六
七
）
年
〜
嘉
永
元
（
一
八
四
八
）
年
）
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
「
読
本
」
と
い
わ
れ
る
小
説
の
代
表
的
作
品
で
あ
る
。
下
総
里
見
家
に
仕
え
る
犬
の
名
を
冠
す
る
「
仁
義
礼
智
忠
信
孝
悌
」
に
由
来
す
る
八
人
の
家
臣
た
ち
に
ま
つ
わ
る
物
語
で
、
二
八
年
の
長
期
に
わ
た
り
書
き
続
け
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
に
書
肆
も
途
中
で
山
青
堂
（
山
崎
平
八
）
か
ら
湧
泉
堂
（
美
濃
屋
甚
三
郎
）、
さ
ら
に
文
渓
堂
（
丁
字
屋
平
兵
衛
）
へ
と
変
わ
っ
た
り
、
絵
師
も
、
柳
川
重
信
以
下
数
名
が
交
代
し
て
担
当
し
た
。
内
容
が
勧
善
懲
悪
を
基
調
と
す
る
た
め
に
、
時
代
に
よ
っ
て
毀
誉
褒
貶
も
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
巷
間
で
は
人
気
が
高
く
、
国
民
的
文
学
の
一
つ
に
あ
げ
て
も
よ
い
作
品
で
あ
ろ
う
。
　
本
書
は
、
一
部
に
初
版
と
異
な
る
表
紙
装
丁
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
後
刷
り
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
が
、
保
存
が
き
わ
め
て
よ
く
て
、
刊
行
ご
と
に
工
夫
さ
れ
た
装
丁
も
美
し
い
ま
ま
保
た
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
場
合
、
こ
う
し
た
本
の
多
く
は
貸
本
屋
に
よ
っ
て
人
々
に
読
み
つ
が
れ
た
た
め
、
表
紙
の
破
損
が
激
し
く
て
付
け
替
え
ら
れ
た
り
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
本
書
の
よ
う
に
出
版
時
の
原
姿
を
よ
く
と
ど
め
て
い
る
も
の
は
珍
し
い
と
い
え
る
。
三
〇　
合
三
國
小
女
郎
狐
（
あ
わ
せ
て
み
く
に
こ
じ
ょ
ろ
ぎ
つ
ね
）
　
　
　
草
稿
本　
二
巻
六
冊
合
一
冊
／
刊
本
二
巻
六
冊　
合
一
冊
　
　
草
稿
本　
〔
文
化
一
〇
（
一
八
一
三
）
年
〕
写
。
柳
亭
種
彦
筆
・
画
。
　
　
　
　
　
　
縦
一
七
・
五
㎝
、
横
一
二
・
二
㎝
。
袋
綴
。
　
　
刊
本　
　
〔
文
政
四　
（
一
八
二
一
）
年
〕
刊
。
柳
亭
種
彦
著
・
柳
川
重
信
画
。
　
　
　
　
　
　
縦
一
八
㎝
、
横
一
二
・
三
㎝
。
袋
綴
。
　
『
合
三
國
小
女
郎
狐
』
は
、『
偐
紫
田
舎
源
氏
』
で
知
ら
れ
る
柳
亭
種
彦
（
天
明
三
（
一
七
八
三
）
年
〜
天
保
一
三
（
一
八
四
二
）
年
）
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
「
合
巻
」
と
い
わ
れ
る
小
説
作
品
の
一
つ
で
あ
る
。
俵
藤
太
秀
郷
の
一
子
菖
蒲
之
助
に
金
毛
九
尾
の
狐
の
娘
で
あ
る
小
女
郎
が
恋
を
し
て
、
彼
の
前
に
三
人
の
女
性
に
化
け
て
次
々
と
現
れ
る
な
か
、
秀
郷
の
元
か
ら
盗
ま
れ
た
名
刀
と
名
宝
の
探
索
話
も
か
ら
ん
で
く
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
　
作
品
自
体
の
内
容
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
本
学
の
所
蔵
書
は
、
作
者
自
身
に
よ
る
草
稿
本
と
刊
行
本
と
が
双
方
と
も
現
存
し
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
出
版
禁
令
な
ど
と
の
関
連
も
あ
っ
た
の
か
、
草
稿
本
の
予
定
刊
記
と
実
際
の
出
版
が
七
年
も
隔
た
っ
て
い
た
り
、
出
版
元
も
変
わ
っ
て
い
る
な
ど
謎
が
多
い
。（『
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
報
つ
く
ば
ね
』
一
三
巻
四
号　
篠
塚
富
士
男
「
シ
リ
ー
ズ
資
料
探
訪
」　
参
照
）
１９
　
江
戸
時
代
後
半
の
大
衆
小
説
が
、
作
者
の
手
元
で
ど
こ
ま
で
加
工
さ
れ
て
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
経
過
を
経
て
出
版
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
を
見
て
い
く
う
え
で
も
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
い
え
る
。
　
台
北
帝
国
大
助
教
授
で
西
鶴
研
究
者
と
し
て
知
ら
れ
る
滝
田
貞
治
（
明
治
三
四
（
一
九
〇
一
）〜
昭
和
二
一
（
一
九
四
六
）
年
）
旧
蔵
本
で
も
あ
る
。
三
一　
鯰
絵
（
な
ま
ず
え
）　
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　
二
三
枚
　
　
江
戸
末
期
摺
。
　
　
縦
三
七
・
三
、
横
四
八
・
四
、
八
枚
。
　
　
縦
四
八
・
四
、
横
三
七
・
三
、
一
五
枚
。
　
安
政
二
（
一
八
五
五
）
年
一
〇
月
に
江
戸
を
襲
っ
た
大
地
震
は
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
が
、
こ
の
安
政
大
地
震
を
契
機
に
出
版
さ
れ
た
鯰
を
モ
チ
ー
フ
と
す
る
浮
世
絵
版
画
を
一
般
に
「
鯰
絵
」
と
呼
ん
で
い
る
。
鯰
絵
の
作
者
や
板
元
は
ほ
と
ん
ど
わ
か
っ
て
い
な
い
が
、
例
外
的
に
事
情
が
わ
か
る
仮
名
垣
魯
文
の
場
合
、
安
政
大
地
震
の
翌
日
に
魯
文
の
も
と
に
や
っ
て
来
た
板
元
が
、
地
震
の
趣
向
で
一
枚
摺
の
原
稿
が
ほ
し
い
と
依
頼
し
た
の
で
、
さ
っ
そ
く
「
老
な
ま
づ
」
と
い
う
趣
向
で
作
文
し
、
板
元
が
こ
れ
を
錦
絵
に
仕
立
て
て
売
り
出
し
た
と
こ
ろ
大
評
判
と
な
り
「
魯
文
は
五
六
日
の
間
地
震
当
て
込
み
錦
絵
の
草
稿
を
書
く
こ
と
四
五
十
枚
に
及
び
、
皆
売
口
よ
く
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
安
政
大
地
震
後
に
き
わ
め
て
短
期
間
の
う
ち
に
爆
発
的
な
種
類
の
錦
絵
が
出
版
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
が
よ
く
売
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
描
か
れ
た
内
容
は
多
様
で
あ
る
が
、
地
震
を
起
こ
し
た
鯰
に
対
す
る
懲
ら
し
め
を
装
い
な
が
ら
も
、
職
人
た
ち
に
と
っ
て
は
鯰
は
復
興
景
気
に
よ
っ
て
世
直
し
を
も
た
ら
す
存
在
と
し
て
描
か
れ
る
な
ど
、
災
害
と
い
う
非
日
常
の
中
で
の
地
震
に
対
す
る
庶
民
感
情
の
変
化
を
反
映
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
当
館
で
は
二
枚
続
き
の
も
の
一
種
を
含
め
、
二
二
種
二
三
枚
の
鯰
絵
を
所
蔵
し
て
い
る
。

三
二　
論
語
集
解
（
ろ
ん
ご
し
っ
か
い
）　
十
巻　
五
冊
　
　
〔
室
町
時
代
中
期
〕
写
。
　
　
縦
二
八
・
一
㎝
、
横
二
一
・
八
㎝
。
袋
綴
。
　
『
論
語
』
は
、
孔
子
（
前
五
五
一
〜
前
四
七
九
年
）
と
そ
の
門
人
、
及
び
門
人
同
士
の
対
話
を
ま
と
め
た
書
。
漢
代
ま
で
に
現
行
の
形
に
選
択
整
理
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
後
漢
の
玄
（
一
二
七
〜
二
〇
〇
年
）
が
注
し
た
が
、
唐
末
五
代
の
間
に
滅
び
、
残
巻
を
見
る
の
み
。
玄
よ
り
三
国
時
代
に
か
け
て
書
か
れ
た
多
く
の
注
釈
も
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
た
が
、
魏
の
何
晏
（
？
〜
二
四
九
年
）
の
『
論
語
集
解
』
が
今
日
ま
で
伝
わ
っ
て
い
る
。
玄
の
テ
キ
ス
ト
に
基
づ
き
、
玄
を
は
じ
め
孔
安
国
・
馬
融
な
ど
の
諸
家
の
注
を
取
捨
選
択
し
、
時
に
何
晏
の
自
説
を
加
え
た
も
の
で
あ
り
、
完
存
す
る
最
古
の
『
論
語
』
注
で
、
後
世
に
は
古
注
と
し
て
重
ん
ぜ
ら
れ
、
今
の
『
論
語
』
の
祖
本
と
な
っ
て
い
る
。
　
本
書
は
『
論
語
集
解
』
の
本
邦
最
古
の
版
本
で
あ
る
正
平
版
の
忠
実
な
写
本
で
あ
る
。
正
平
版
『
論
語
』
と
は
、
巻
末
に
「
堺
浦
道
祐
居
士
重
ね
て
新
た
に
工
に
命
じ
て
梓
に
鏤
ら
し
む
。
／
正
平
五
月
吉
日
謹
ん
で
誌
す
。
／
学
古
神
徳
楷
法
日
下
逸
人
貫
書
す
」（
原
漢
文
）
と
の
刊
記
を
持
つ
本
を
い
う
。
正
平
十
九
（
一
三
六
四
）
年
、
堺
の
道
祐
居
士
が
正
平
以
前
に
す
で
に
存
し
た
日
下
逸
人
貫
が
版
下
を
書
し
た
版
本
を
覆
刻
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
正
平
版
は
毎
篇
首
に
篇
内
の
章
数
を
記
す
に
あ
た
り
、
必
ず
こ
れ
を
「
何
晏
集
解
」
の
下
に
置
く
。
こ
の
書
式
の
特
徴
な
ど
か
ら
、
関
東
清
原
家
の
祖
、
教
隆
写
定
の
本
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
中
国
に
お
い
て
は
、
宋
代
に
『
論
語
正
義
』
が
出
版
さ
れ
て
か
ら
は
、
『
論
語
集
解
』
は
単
行
せ
ず
に
『
正
義
』
に
組
込
ま
れ
る
か
、
あ
る
い
は
再
び
『
正
義
』
か
ら
抽
出
さ
れ
た
も
の
が
伝
わ
っ
て
い
た
。
そ
の
点
、
日
本
の
古
鈔
本
は
唐
代
の
鈔
本
の
姿
を
伝
え
て
お
り
貴
重
で
あ
る
。
本
書
は
こ
の
正
平
初
刻
本
を
覆
刻
し
た
う
え
で
、
そ
の
跋
文
よ
り
、
最
後
の
一
行
「
学
古
神
徳
楷
法
日
下
逸
人
貫
書
」
を
削
っ
て
刊
行
し
た
い
わ
ゆ
る
単
跋
本
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
ほ
ぼ
忠
実
な
写
本
と
い
え
る
が
、
序
文
の
一
行
の
字
数
、
版
心
の
形
式
は
違
っ
て
い
る
。
三
三　
論
語
〔
集
解
〕（
ろ
ん
ご
し
っ
か
い
）　
十
巻　
二
冊
　
　
〔
慶
長
年
中
（
一
五
九
六
〜
一
六
一
五
）〕
京
都　
要
法
寺
刊
。
　
　
縦
二
六
・
九
㎝
、
横
一
八
・
七
㎝
。
　
京
都
の
日
蓮
宗
の
寺
院
、
要
法
寺
は
慶
長
年
間
に
『
沙
石
集
』『
太
平
記
』『
文
選
』
な
ど
和
漢
仏
書
に
亘
っ
て
の
活
版
印
刷
を
行
な
っ
た
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。
本
書
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、
他
と
異
な
り
整
版
本
で
あ
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
に
先
行
す
る
活
版
本
が
存
し
た
か
ど
う
か
は
未
詳
で
あ
る
。
こ
の
本
も
三
二
『
論
語
集
解
』
と
同
じ
く
、「
何
晏
集
解
」
の
日
本
の
古
鈔
本
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
毎
篇
首
の
章
数
を
記
す
に
あ
た
っ
て
、
篇
題
の
下
、
「
何
晏
集
解
」
の
上
に
記
す
。
こ
の
形
態
上
の
特
徴
は
文
永
本
・
高
山
寺
本
な
ど
の
中
原
家
本
系
統
に
顕
著
に
見
え
る
も
の
で
、
要
法
寺
本
の
出
自
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
日
本
の
古
鈔
本
の
共
通
し
た
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
る
述
而
篇
の
「
君
子
亦
党
乎
」
の
五
文
字
の
脱
文
が
、
こ
の
本
で
は
補
わ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
底
本
の
段
階
で
宋
版
本
な
ど
に
よ
っ
て
補
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
本
学
に
は
本
書
と
ほ
ぼ
同
版
と
思
わ
れ
る
、
慶
長
年
中
の
無
刊
記
整
版
本
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。
三
四　
論
語
〔
集
註
〕（
ろ
ん
ご
し
っ
ち
ゅ
う
）　
零
本
（
巻
一
）　
一
冊
　
　
元
亀
四
（
一
五
七
三
）
年
写
。
春
永
筆
。
　
　
縦
二
八
・
六
㎝
、
横
一
九
・
三
㎝
。
袋
綴
。
　
南
宋
の
朱
熹
（
一
一
三
〇
〜
一
二
〇
〇
年
）
の
主
著
、『
四
書
集
註
』（
他
の
三
書
は
『
孟
子
集
註
』『
大
学
章
句
』『
中
庸
章
句
』）
の
ひ
と
つ
。『
論
語
集
註
』
の
完
成
は
淳
熈
四
（
一
一
七
七
）
年
、
朱
子
四
八
歳
の
お
り
で
あ
る
。
何
晏
『
論
語
集
解
』
に
代
表
さ
れ
る
、
こ
れ
ま
で
の
訓
詁
を
中
心
と
し
た
古
注
に
対
し
て
、
哲
学
的
体
系
を
持
っ
た
清
新
な
注
で
あ
り
、
以
降
、
新
注
と
し
て
『
論
語
』
の
注
釈
の
ひ
と
つ
の
標
準
と
な
っ
た
。
　
本
書
は
日
本
に
お
け
る
、
江
戸
時
代
以
前
の
『
論
語
集
註
』
の
鈔
本
と
し
て
は
唯
一
の
伝
本
で
あ
る
。
同
種
の
奥
書
を
持
つ
僚
巻
と
し
て
、
渋
沢
栄
一
旧
蔵
の
青
淵
論
語
文
庫
（
日
比
谷
図
書
館
）
に
巻
二
と
巻
十
と
が
存
す
る
。
こ
れ
ら
の
奥
書
に
よ
る
と
、
春
永
な
る
人
物
が
元
亀
四
年
三
月
よ
り
十
月
中
旬
ま
で
数
ヶ
月
を
要
し
て
書
写
し
た
一
〇
冊
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
注
を
本
文
よ
り
一
字
下
げ
て
同
じ
大
き
さ
に
書
写
し
、
全
巻
に
朱
墨
に
よ
る
訓
点
・
声
点
が
付
し
て
あ
る
。
こ
の
訓
法
は
、
五
山
の
禅
僧
、
桂
庵
玄
樹
（
一
四
二
七
〜
一
五
〇
八
年
）
が
創
案
し
た
新
訓
法
、
い
わ
ゆ
る
桂
庵
点
と
合
致
し
て
お
り
、
本
書
は
『
論
語
集
註
』
の
最
古
の
鈔
本
と
い
う
ば
か
り
で
は
な
く
、
古
代
・
中
世
の
博
士
家
の
訓
法
か
ら
江
戸
時
代
の
道
春
点
に
い
た
る
、
訓
読
の
歴
史
の
画
期
に
位
置
す
る
き
わ
め
て
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
　
三
二
・
三
四
の
旧
蔵
者
、
林
泰
輔
（
一
八
五
四
〜
一
九
二
二
年
）
は
、
明
治
時
代
の
漢
学
者
で
、
東
京
高
等
師
範
学
校
教
授
。
主
著
と
し
て
『
論
語
』
研
究
史
を
体
系
化
し
た
『
論
語
年
譜
』（
一
九
一
六
年
）
が
あ
る
。
そ
の
蔵
書
の
う
ち
四
書
を
中
心
と
し
た
六
九
一
部
が
一
九
二
三
年
に
寄
贈
さ
れ
、「
林
文
庫
」
と
し
て
収
蔵
さ
れ
た
。


三
五　
論
語
集
解
（
ろ
ん
ご
し
っ
か
い
）　
二
冊
（
零
本
）
　
　
〔
明
治
二
十
三
・
二
十
四
（
一
八
九
〇
・
一
八
九
一
）
年
頃
〕
重
印
。
　
　
縦
三
〇
・
三
㎝
、
横
二
一
・
七
㎝
。
袋
綴
。
　
正
平
版
『
論
語
集
解
』
単
跋
本
の
刊
記
を
削
っ
た
も
の
を
無
跋
本
と
言
う
。
本
書
は
明
治
に
な
っ
て
か
ら
、
残
存
し
て
い
た
無
跋
本
の
板
木
を
用
い
て
摺
っ
た
い
わ
ゆ
る
残
板
本
で
あ
る
。
こ
の
無
跋
本
板
木
は
江
戸
時
代
初
期
、
京
都
の
相
国
寺
に
伝
わ
り
、
江
戸
時
代
末
期
に
は
日
本
橋
書
肆
千
鍾
房
須
原
屋
が
所
持
し
た
が
、
明
治
二
十
三
（
一
八
九
〇
）
年
に
帝
室
博
物
館
の
蔵
に
帰
す
る
。
東
京
国
立
博
物
館
『
収
蔵
品
目
録
』（
一
九
五
二
年
）
に
は
「
正
平
版
論
語
版
木　
三
二
枚
」
と
著
録
さ
れ
、「
正
平
版
論
語
残
闕　
五
冊　
版
本　
美
濃
判　
本
館
蔵
ノ
版
木
ヨ
リ
刷
リ
タ
ル
モ
ノ
」
と
も
別
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
板
木
の
収
蔵
後
に
複
数
部
摺
刷
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。　
　
　
　
本
書
も
ほ
ぼ
同
時
期
に
重
印
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
存
の
板
木
は
一
二
八
丁
分
で
あ
り
、
本
書
は
一
一
七
丁
で
数
丁
の
脱
落
が
あ
る
。
緋
色
の
表
紙
に
「
正
平
版
論
語　
上
（
下
）
止
軒
署
」
の
題
箋
を
貼
り
、
上
冊
巻
頭
に
「
昭
和
庚
子
（
一
九
六
〇
年
）
春
日　
止
軒　
諸
橋
轍
次
（
諸
橋
轍
印
）」
と
署
し
た
一
四
三
字
の
一
文
が
合
綴
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
「
松
雲
堂
主
人
野
田
君
、
往
時
需
め
得
て
珍
襲
し
、
多
年
こ
の
拱
璧
を
貴
ぶ
。
頃
日
来
た
り
て
告
げ
て
曰
く
、
昌
平
古
本
の
残
骸
、
敢
へ
て
書
を
茗
黌
に
献
ぜ
ん
。
道
統
脈
々
と
し
て
経
を
遺
し
、
不
朽
な
る
こ
と
を
庶
幾
せ
ん
と
。
余
そ
の
志
を
欽
び
て
そ
の
言
を
奇
と
す
」（
原
漢
文
）
と
あ
り
、
も
っ
て
本
書
所
蔵
の
経
緯
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
三
六　
〔
古
文
〕
尚
書
（
こ
ぶ
ん
し
ょ
う
し
ょ
）　
零
本
（
存
巻
八
）　
一
冊
　
　
永
正
十
一
（
一
五
一
四
）
年
写
。
清
原
宣
賢
筆
。　
　
　
縦
二
七
・
四
㎝
、
横
二
一
・
四
㎝
。
袋
綴
。
　
『
古
文
尚
書
』
は
四
六
巻
。
上
代
の
・
舜
か
ら
夏
・
殷
・
周
の
三
代
に
わ
た
る
伝
承
的
な
歴
史
を
書
い
た
書
物
。『
書
経
』
と
も
い
う
。
秦
の
焚
書
に
あ
っ
て
い
っ
た
ん
衰
微
し
た
。
前
漢
に
い
た
り
当
時
通
行
の
字
体
で
あ
る
隷
書
で
書
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
今
文
尚
書
」
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
景
帝
の
と
き
、
魯
の
恭
王
が
孔
子
の
旧
宅
を
壊
し
た
さ
い
に
、
古
い
字
体
の
科
斗
文
字
（
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
に
似
た
文
字
）
で
書
か
れ
た
『
尚
書
』（「
古
文
尚
書
」）
が
出
て
き
た
。
こ
れ
を
孔
子
の
子
孫
の
孔
安
国
が
解
読
し
て
注
を
書
い
た
と
い
わ
れ
る
が
、
今
伝
わ
る
の
は
晉
代
の
偽
作
と
さ
れ
る
部
分
を
含
む
。
中
国
に
お
い
て
は
、
孔
安
国
伝
が
『
尚
書
正
義
』
に
組
み
込
ま
れ
て
か
ら
は
、
古
態
の
伝
承
が
絶
え
て
し
ま
っ
た
の
に
対
し
て
、
日
本
の
古
鈔
本
は
孔
安
国
伝
の
古
態
を
よ
く
残
し
て
い
る
と
い
え
る
。
　
本
書
は
、
全
体
に
朱
墨
に
よ
る
訓
点
と
墨
に
よ
る
校
合
書
き
入
れ
と
が
あ
る
。
篇
目
「
康
誥
第
十
一
」
の
上
に
補
入
記
号
を
付
し
て
、「
古
文
尚
書　

（
摺
）
尢
本
（
有
）」
と
記
す
が
、
こ
の
こ
と
は
本
書
が
基
づ
い
た
本
が
宋
版
本
に
近
似
し
て
お
り
、
博
士
家
の
証
本
と
は
対
立
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
総
じ
て
、
天
理
図
書
館
蔵
の
鎌
倉
時
代
末
期
鈔
本
と
近
い
本
文
を
持
っ
て
お
り
、
別
系
統
の
鈔
本
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
な
お
同
筆
の
僚
巻
で
あ
る
巻
七
・
巻
十
が
京
都
大
学
附
属
図
書
館
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。
三
七　
古
文
孝
経
（
こ
ぶ
ん
こ
う
き
ょ
う
）　
一
巻　
一
冊
　
　
寛
文
九
（
一
六
六
九
）
年
写
。
葉
室
頼
業
筆
。
船
橋
経
賢
加
点
。
　
　
縦
三
〇
・
二
㎝
、
横
二
二
・
五
㎝
。
袋
綴
。　
　
孔
子
が
曾
子
に
説
い
た
孝
道
が
書
か
れ
て
い
る
。
曾
子
の
門
流
の
著
。『
論
語
』
と
並
ん
で
、
儒
教
の
基
本
図
書
と
し
て
重
視
さ
れ
た
。
今
文
と
古
文
と
が
存
し
、
今
文
に
玄
注
、
古
文
に
孔
安
国
伝
が
伝
え
ら
れ
る
こ
と
は
『
尚
書
』
と
同
じ
。
今
文
は
一
八
章
、
古
文
は
二
二
章
と
章
数
に
相
違
が
あ
る
が
、
古
文
に
閨
門
章
が
多
い
こ
と
を
除
い
て
は
、
章
の
分
段
の
差
異
で
あ
っ
て
大
差
は
な
い
と
い
え
る
。
六
朝
を
通
じ
て
玄
注
と
孔
安
国
伝
と
の
消
長
が
あ
り
、
こ
と
に
隋
の
開
皇
十
四
（
五
九
四
）
年
に
孔
安
国
伝
が
再
発
見
さ
れ
、
劉
に
よ
っ
て
校
定
さ
れ
て
地
位
を
得
た
も
の
の
、
当
時
の
儒
学
者
に
よ
っ
て
劉
偽
作
説
が
唱
え
ら
れ
た
。
現
在
で
は
『
尚
書
』
に
同
じ
く
、
魏
晉
の
間
の
偽
作
で
あ
る
と
の
考
え
が
有
力
で
あ
る
。
そ
の
後
唐
の
玄
宗
が
頒
布
し
た
御
注
が
主
流
と
な
り
、
両
注
は
と
も
に
亡
失
し
た
が
、
日
本
に
お
い
て
は
、
御
注
お
よ
び
孔
安
国
伝
が
利
用
さ
れ
、
博
士
家
に
古
注
が
伝
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
　
本
書
は
、
大
題
を
「
古
文
孝
経
」
と
す
る
こ
と
、
今
字
で
書
す
こ
と
、「
応
感
章
第
十
七
」
の
「
必
有
長
也
」
の
四
文
字
が
存
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、
清
原
博
士
家
の
一
本
、
鎌
倉
の
仁
治
本
系
統
の
本
文
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
博
士
家
の
家
本
を
忠
実
に
写
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
仁
治
本
の
孤
立
す
る
箇
所
な
ど
は
他
本
に
従
っ
て
お
り
、
中
立
的
な
本
文
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
奥
書
に
い
う
書
写
者
の
、
依
る
べ
き
本
を
作
る
と
い
う
志
向
か
ら
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
。


１　古今和歌集
２　和漢朗詠集
３　清少納言家集
５　長秋詠草
４　散木奇謌集
７　新古今和歌集 ６　六百番歌合

８　新撰菟玖波集
１４　うつほ物語
１２　伊勢物語聞書（肖聞抄）
１３　大和物語
９　賦何船連歌
１０　奥州名所百番誹諧発句合
１１　遊糸日記

１６　平家物語
１５　〔源氏小鏡〕
１７　八坂流平家物語　訪月巻
２２　〔文正草子〕 ２１　〔しやかの本地〕
２０　〔住吉物語絵巻〕
１９　間之本
１８　〔謡本〕

２３　伊曾保物語２４　遊子方言
周
子
程
叔
子
　
　
歴
世
大
儒
像
（
聖
賢
像
軸
）
２５
　
　
邵
子
２７　水滸後伝 ２６　鵞峰先生林学士全集

朱
子
程
伯
子
張
子
２８　笑府
３０　合三國小女郎狐
２９　南総里見八犬伝
３１　鯰絵

３３　論語〔集解〕
３２　論語集解
３６　〔古文〕尚書３７　古文孝経
３５　論語集解 ３４　論語〔集註〕
　過
去
の
学
術
研
究
に
つ
い
て
の
深
い
理
解
と
、
適
正
な
批
判
が
あ
っ
て
こ
そ
、
学
術
研
究
の
進
展
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
大
学
附
属
図
書
館
で
あ
る
当
館
は
、
先
人
の
学
術
研
究
の
成
果
を
記
し
た
研
究
書
・
注
釈
書
、
学
術
研
究
の
基
礎
と
な
る
教
科
書
・
辞
書
の
収
集
に
も
積
極
的
で
あ
る
。「
ま
な
ぶ
（
学
ぶ
）」
と
い
う
言
葉
が
「
ま
ね
ぶ
（
真
似
ぶ
）」
に
由
来
す
る
よ
う
に
、
学
問
や
技
芸
の
最
初
は
、
師
の
教
え
・
芸
を
手
本
と
し
て
真
似
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
手
本
を
真
似
て
書
く
、「
写
す
」
と
い
う
行
為
の
所
産
で
あ
る
写
本
は
、
そ
の
意
味
で
は
学
術
研
究
の
基
礎
的
図
書
と
も
い
え
る
。
　
当
館
所
蔵
最
古
の
写
本
、
奈
良
時
代
の
天
平
六
（
七
三
四
）
年
写





は
、
仏
教
研
究
の
み
な
ら
ず
信
仰
に
基
づ
く
写
本
で
あ
る
が
、
内
容
は
教
典
の
注
釈
書
で
あ
り
、
白
墨
の
訓
点
に
よ
っ
て
、
平
安
時
代
の
興
福
寺
の
学
僧
が
こ
の
漢
文
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
弟
子
た
ち
に
伝
え
て
い
た
の
か
が
示
さ
れ
て
い
る
。
梵
語
の
発
音
の
研
究
書





、
天
台
密
教
の
注
釈
書





、
真
言
宗
の
法
会
で
の
声
明
の
譜
面




、
禅
宗
の
『
人
天
眼
目
』
を
室
町
時
代
の
学
僧
が
講
義
し
た
聞
書






、
そ
れ
ぞ
れ
価
値
の
高
い
写
本
で
あ
る
。
　
仏
教
と
並
ん
で
日
本
の
学
問
の
根
幹
を
な
し
た
の
が
儒
教
で
あ
る
。




は
、
博
士
家
の
学
問
を
伝
え
る
写
本
で
あ
り
、





は
儒
教
が
信
仰
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
室
町
時
代
以
降
の
学
問
の
広
ま
り
は
、








	


な
ど
の
実
用
辞
書
が
こ
の
時
期
に
出
版
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
日
本
の
印
刷
技
術
の
発
展
と
深
く
関
係
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
隣
国
と
の
江
戸
時
代
の
文
化
交
流
を
示
す





、
地
方
に
お
け
る
学
問
の
普
及
を
示
す



の
豪
華
な
写
本
。
　
こ
れ
ら
の
貴
重
図
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
の
学
術
研
究
の
水
準
を
示
す
重
要
な
資
料
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
記
さ
れ
た
日
本
語
は
ま
た
当
時
の
日
本
語
の
実
態
を
知
る
貴
重
な
資
料
と
も
な
っ
て
い
る
。
三
八　
大
智
度
論
（
だ
い
ち
ど
ろ
ん
）　
巻
第
七
十　
一
軸
　
　
天
平
六
（
七
三
四
）
年
写
。
　
　
紙
高
二
三
・
七
㎝
。
料
紙
一
九
枚
継
ぎ
。
一
紙
の
長
さ
五
六
㎝
前
後
。
全
長
一
二
ｍ
。
　
『
大
智
度
論
』
は
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』
の
注
釈
書
で
、
龍
樹
（
り
ゅ
う
じ
ゅ
、（
一
五
〇
頃
〜
二
五
〇
頃
）
南
イ
ン
ド
の
仏
教
者
、
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
）
著
と
い
わ
れ
、
鳩
摩
羅
什
（
く
ま
ら
じ
ゅ
う
、（
三
四
四
〜
四
一
三
））
が
漢
訳
。
般
若
の
空
の
思
想
を
問
答
体
で
解
説
し
た
も
の
と
し
て
有
名
。
　
本
書
は
当
館
所
蔵
最
古
の
写
本
で
、
石
山
寺
一
切
経
の
黒
印
が
あ
る
。「
天
平
六
年
歳
次
甲
戌
十
一
月
廿
三
日
写
針
間
国
賀
茂
郡
既
多
寺
／
物
部
連
大
山
」
と
い
う
二
行
の
奥
書
が
あ
り
、
播
磨
国
賀
茂
郡
既
多
寺
（
現
在
廃
寺
）
に
お
い
て
写
経
さ
れ
石
山
寺
に
勧
進
さ
れ
た
も
の
。
ま
た
、
天
安
二
（
八
五
八
）
年
に
、
興
福
寺
大
詮
大
徳
が
こ
の
書
に
つ
い
て
講
義
し
た
際
の
読
み
方
を
伝
え
る
訓
点
（
第
一
群
点
）
が
白
点
で
記
入
さ
れ
て
お
り
、
初
期
訓
点
資
料
と
し
て
も
貴
重
。
石
山
寺
旧
蔵
本
大
智
度
論
百
巻
は
、
太
平
洋
戦
争
後
一
部
が
流
出
し
、
現
在
は
四
十
巻
が
石
山
寺
に
残
る
の
み
。
本
書
巻
七
十
は
、
昭
和
二
七
年
、
二
万
五
千
円
で
購
入
し
た
も
の
（
当
時
の
公
務
員
の
初
任
給
は
六
千
五
百
円
）。
三
九　
悉
曇
要
决
（
し
っ
た
ん
よ
う
け
つ
）　
四
巻　
四
帖
　
　
〔
室
町
時
代
〕
写
。
天
福
二
（
一
二
三
四
）
年　
信
毫
（
し
ん
ご
う
）
筆
写
の
奥
書
。
　
　
縦
二
五
・
二
㎝
、
横
一
六
・
五
㎝
。
粘
葉
装
。
　
天
台
宗
の
学
僧
明
覚
（
め
い
か
く　
天
喜
四
（
一
〇
五
六
）
年
〜
未
詳
）
著
の
悉
曇
学
（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語：
梵
語
の
学
問
）
に
つ
い
て
の
研
究
書
。
明
覚
は
比
叡
山
で
学
び
、
加
賀
温
泉
寺
（
現
石
川
県
山
代
温
泉
薬
王
院
と
い
う
）
に
住
し
、
悉
曇
学
に
関
す
る
研
究
を
数
多
く
残
し
た
。
本
書
は
、
梵
語
の
字
相
字
義
や
発
音
に
つ
い
て
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
の
問
答
体
で
解
説
し
た
も
の
で
、
梵
語
の
発
音
現
象
の
説
明
に
日
本
語
の
発
音
の
例
を
挙
げ
て
説
明
し
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
当
時
の
梵
語
研
究
の
水
準
を
知
る
だ
け
で
な
く
、
当
時
の
日
本
語
を
知
る
上
で
も
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
康
和
三
（
一
一
〇
一
）
年
以
後
の
成
立
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
本
書
は
治
承
五
（
一
一
八
一
）
年
と
天
福
二
（
一
二
三
四
）
年
の
識
語
を
持
つ
最
古
の
写
本
で
、
室
町
時
代
の
書
写
。
　
第
二
次
大
戦
後
の
古
書
市
場
に
現
れ
た
本
書
の
価
値
を
見
極
め
、「
文
字
反
」（
高
山
寺
旧
蔵
）
と
と
も
に
購
入
し
た
の
は
、
当
時
の
東
京
教
育
大
学
附
属
図
書
館
長
能
勢
朝
次
で
あ
っ
た
。




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四
〇　
十
八
契
印
（
じ
ゅ
う
は
ち
げ
い
い
ん
）　
一
枚
（
一
一
紙
継
ぎ
）
　
　
〔
鎌
倉
時
代
中
期　
建
保
年
間
（
一
二
一
三
〜
一
二
一
九
）
以
降
〕
写
。
　
　
紙
高
約
二
六
㎝
。
全
長
四
三
二
㎝
。
　
契
印
（
げ
い
い
ん
）
は
密
教
の
修
法
で
、
両
手
の
指
を
さ
ま
ざ
ま
に
組
み
合
わ
せ
て
印
相
を
結
び
、
所
定
の
真
言
を
唱
え
れ
ば
諸
仏
の
加
持
を
実
現
で
き
る
と
さ
れ
る
。
二
世
紀
頃
か
ら
の
仏
像
の
出
現
に
伴
っ
て
、
そ
の
手
・
指
の
表
現
形
式
が
契
印
と
し
て
定
着
し
た
。
空
海
の
撰
と
さ
れ
る
が
、
唐
の
恵
果
の
著
と
す
る
説
も
あ
る
。
修
行
者
が
本
尊
を
迎
え
る
た
め
に
、
身
を
清
め
身
仕
度
す
る
護
身
法
（
荘
厳
行
者
法
）
と
し
て
五
契
印
、
本
尊
を
迎
え
る
道
場
を
定
め
る
前
結
界
法
と
し
て
二
契
印
、
道
場
を
飾
る
道
場
荘
厳
法
と
し
て
二
契
印
、
用
意
し
た
車
に
乗
っ
て
道
場
の
空
中
ま
で
来
た
本
尊
を
室
内
に
請
じ
入
れ
る
勧
請
法
と
し
て
三
契
印
、
響
応
を
さ
ま
た
げ
る
魔
障
が
入
り
こ
ま
ぬ
よ
う
四
方
を
固
め
る
後
結
界
法
と
し
て
三
契
印
、
本
尊
を
沐
浴
さ
せ
美
し
い
座
に
坐
ら
せ
て
も
て
な
す
普
供
養
法
と
し
て
三
契
印
、
以
上
合
わ
せ
て
十
八
契
印
。
　
本
書
は
本
文
・
識
語
と
も
に
同
一
筆
と
み
ら
れ
、
識
語
に
見
え
る
良
修
・
行
観
・
円
忠
・
仙
朝
な
ど
の
僧
名
や
三
井
寺
と
い
う
寺
名
か
ら
も
、
本
書
が
天
台
宗
寺
門
派
園
城
寺
に
お
い
て
相
伝
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
加
点
も
園
城
寺
で
も
っ
ぱ
ら
用
い
ら
れ
た
西
墓
点
で
あ
る
こ
と
も
こ
れ
を
裏
付
け
て
い
る
。
鎌
倉
期
の
密
教
の
伝
承
・
発
展
を
知
る
資
料
で
あ
る
。
四
一　
聲
明
集
（
し
ょ
う
み
ょ
う
し
ゅ
う
）　
一
冊
　
　
〔
室
町
時
代
後
期
〕
写
。
枡
形
本
。
　
　
牡
丹
唐
草
紋
紙
表
紙
。
綴
葉
装
（
布
地
に
て
包
背
）。
　
　
縦
一
五
・
五
㎝
、
横
一
六
・
五
㎝
。
　
「
聲
（
声
）
明
」
と
は
仏
教
音
楽
で
、
法
会
の
際
に
僧
が
経
文
な
ど
を
朗
唱
す
る
こ
と
を
言
う
。
詞
章
は
梵
文
（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
）、
漢
文
（
中
国
語
）、
和
文
（
日
本
語
）
が
あ
る
が
、
和
文
に
つ
い
て
は
「
和
讃
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
奈
良
時
代
に
既
に
様
々
の
歌
唱
法
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
平
安
時
代
に
は
各
宗
派
で
発
達
し
、
後
の
平
曲
や
謡
曲
、
浄
瑠
璃
な
ど
邦
楽
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
現
在
で
も
声
明
の
伝
承
が
残
っ
て
お
り
、
な
か
で
も
真
言
・
天
台
の
二
宗
は
音
韻
の
原
理
・
唱
詠
法
な
ど
に
豊
富
な
伝
承
を
残
し
て
い
る
。
　
本
書
は
識
語
は
な
い
が
、
室
町
時
代
末
期
頃
の
真
言
声
明
集
と
推
測
さ
れ
る
。
所
収
曲
目
は
「
三
礼
」
か
ら
「
教
化
」
ま
で
の
四
〇
曲
。
全
曲
に
墨
譜
・
朱
声
点
を
付
す
。「
吉
慶
漢
語
（
き
っ
き
ょ
う
か
ん
ご
）」
に
は
朱
の
片
仮
名
で
濁
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。
後
表
紙
内
面
に
「
丹
後
田
邊
領
泉
源
寺
邑　
笠
松
山
泉
源
寺
智
性
院
」
と
あ
る
書
入
れ
か
ら
、
本
書
は
智
性
院
（
現
在
廃
寺
）
の
什
物
で
あ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
四
二　
人
天
眼
目
鈔
（
に
ん
で
ん
が
ん
（
げ
ん
）
も
く
し
ょ
う
）　
零
本　
二
冊
　
　
抄
者
不
明
。〔
室
町
時
代
後
期
〕
写
。
　
　
縦
二
四
・
五
㎝
、
横
一
八
・
五
㎝
。
両
冊
と
も
同
一
筆
。
　
本
書
の
原
本
で
あ
る
『
人
天
眼
目
』
は
中
国
南
宋
の
晦
巌
智
昭
の
撰
で
淳
照
一
五
（
一
一
八
八
）
年
の
成
立
。
人
間
界
・
天
上
界
の
生
あ
る
も
の
の
す
べ
て
の
指
標
（
眼
目
）
と
す
べ
き
は
禅
宗
五
派
の
宗
要
で
あ
る
と
し
、
五
派
の
重
要
な
綱
要
を
選
ん
で
諸
先
達
の
批
判
・
頌
な
ど
を
集
録
し
、
最
後
を
宗
門
雑
録
と
し
て
五
派
に
共
通
の
頌
を
載
せ
る
。
本
書
は
そ
の
『
人
天
眼
目
』
の
注
釈
書
。
五
山
版
『
人
天
眼
目
』
を
も
と
に
し
て
の
講
説
と
見
て
不
都
合
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
原
本
の
綱
・
細
綱
ご
と
に
漢
文
本
文
を
記
し
、
一
・
二
字
下
げ
て
片
仮
名
交
り
の
抄
文
（
注
釈
）
を
記
す
。「
シ
タ
ゾ
」「
デ
ハ
ナ
イ
ゾ
」
な
ど
の
よ
う
に
、
室
町
時
代
の
話
し
こ
と
ば
に
よ
る
講
義
口
調
で
注
釈
が
な
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
日
本
語
を
知
る
上
で
も
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
朱
引
・
朱
点
入
り
。
漢
文
本
文
に
は
訓
点
を
付
し
朱
墨
の
傍
訓
を
施
す
。
　
本
書
の
第
一
冊
の
内
容
は
「
臨
済
宗
」
で
、
前
一
〇
丁
前
後
が
欠
失
し
て
い
る
が
、
初
冊
と
推
定
さ
れ
、
第
二
冊
は
終
冊
「
宗
門
雑
録
下
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
は
全
文
に
つ
い
て
書
写
さ
れ
、
元
来
は
五
・
六
冊
の
構
成
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
四
三　
下
学
集
（
か
が
く
し
ゅ
う
）　
二
巻　
一
冊
　
　
〔
室
町
時
代
中
期
〕
写
。
大
本
。
　
　
縦
二
七
㎝
、
横
二
一
・
二
㎝
。
　
『
下
学
集
』
は
文
安
元
（
一
四
四
四
）
年
に
「
東
麓
破
衲
」（
と
う
ろ
く
の
は
の
う
、
東
山
の
麓
の
貧
乏
僧
）
と
称
す
る
京
都
東
山
の
僧
侶
が
編
集
し
た
意
義
分
類
の
国
語
辞
書
。
書
名
は
『
論
語
』（
憲
問
篇
）
の
「
下
学
而
上
達
」
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
、
室
町
時
代
に
通
用
す
る
語
を
中
心
に
約
三
千
語
を
、
十
八
の
部
門
に
意
義
分
類
し
て
漢
字
表
記
し
、
カ
タ
カ
ナ
の
読
み
と
漢
文
に
よ
る
注
記
が
付
さ
れ
て
い
る
。
中
に
は
長
い
注
記
も
あ
り
、
字
引
き
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
天
文
・
地
理
・
草
木
な
ど
様
々
な
知
識
を
得
ら
れ
る
教
科
書
と
し
て
の
役
割
も
果
た
す
便
利
な
書
で
あ
り
、
現
存
す
る
だ
け
で
も
四
十
種
以
上
の
写
本
が
あ
る
。
　
本
書
は
現
存
す
る
室
町
時
代
の
写
本
の
中
で
も
、
原
型
に
近
い
本
文
を
有
す
る
完
本
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
ま
た
、
当
館
に
は
文
明
一
七
（
一
四
八
五
）
年
写
の
『
下
学
集
』（
下
巻
の
み
）
が
あ
り
、
書
写
年
の
明
ら
か
な
も
の
と
し
て
は
静
嘉
堂
文
庫
蔵
文
明
一
一
年
写
本
に
次
ぐ
古
さ
で
あ
る
。

四
四　
節
用
集
（
せ
つ
よ
う
し
ゅ
う
）　
易
林
本　
下
巻
（
上
巻
欠
）
一
冊
　
　
慶
長
二
（
一
五
九
七
）
年　
易
林
刊
。
整
版
。
　
　
縦
二
八
・
七
㎝
、
横
二
〇
・
六
㎝
。
　
『
節
用
集
』
は
、
室
町
時
代
中
期
に
編
集
さ
れ
た
い
ろ
は
引
き
の
国
語
辞
書
。
書
名
は
『
論
語
』『
史
記
』
な
ど
に
見
え
る
「
節
用
」（
節
約
す
る
、
ま
た
、
必
要
の
あ
る
と
き
に
用
い
る
の
意
）
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
序
文
な
ど
が
な
く
、
原
本
の
編
集
者
や
成
立
年
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、
収
載
語
や
注
記
か
ら
『
下
学
集
』
に
依
拠
し
て
編
纂
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
、『
下
学
集
』
以
降
の
成
立
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
漢
字
や
意
味
を
知
り
た
い
言
葉
が
、「
い
ろ
は
に
ほ
へ
と
・・・
」
と
初
め
の
音
か
ら
簡
単
に
引
け
る
と
い
う
、
い
ろ
は
順
と
意
義
分
類
を
組
み
合
わ
せ
た
配
列
の
優
れ
た
ア
イ
デ
ィ
ア
が
広
く
識
字
層
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
室
町
中
期
以
降
江
戸
時
代
を
通
じ
て
『
節
用
集
』
と
い
う
名
の
様
々
の
写
本
、
版
本
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
。
　
本
書
は
、『
節
用
集
』
の
版
本
の
う
ち
で
も
古
く
、
乾
本
系
統
の
代
表
的
な
版
本
で
あ
る
易
林
本
節
用
集
で
、
い
ろ
は
四
七
部
（
付
「
京
」）
十
門
、
収
載
語
は
約
一
万
五
千
。
当
時
す
で
に
発
音
で
は
区
別
の
な
く
な
っ
た
「
い
・
ゐ
」「
え
・
ゑ
」「
お
・
を
」
を
「
定
家
卿
仮
名
遣
ひ
」
で
区
別
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
易
林
本
に
は
い
く
つ
か
の
異
版
が
あ
り
、
本
書
は
平
井
休
与
が
関
わ
っ
た
平
井
版
。
他
に
草
書
版
も
当
館
に
所
蔵
す
る
。
四
五　
倭
玉
篇
（
わ
ご
く
へ
ん
・
わ
ぎ
ょ
く
へ
ん
）　
三
巻　
三
冊
　
　
慶
長
一
八
（
一
六
一
三
）
年
刊
。
整
版
。
　
　
縦
二
七
・
一
㎝
、
横
二
〇
・
五
㎝
。
　
『
倭
玉
篇
』
は
室
町
時
代
の
代
表
的
な
漢
和
辞
書
。
中
国
の
字
書
で
あ
る
『
玉
篇
』（
梁
の
顧
野
王
撰
、
五
四
三
年
成
。）
に
ち
な
ん
だ
書
名
で
あ
る
が
、
序
文
等
も
な
く
編
者
や
成
立
年
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
最
古
の
写
本
は
長
享
三
（
一
四
八
九
）
年
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
関
東
大
震
災
で
焼
失
し
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
延
徳
三
（
一
四
九
一
）
年
写
本
が
現
存
最
古
で
あ
る
。『
新
撰
字
鏡
』『
類
聚
名
義
抄
』『
字
鏡
』
な
ど
先
行
す
る
漢
和
字
書
や
『
広
韻
』『
大
広
益
会
玉
篇
』
な
ど
中
国
の
字
書
の
影
響
の
も
と
に
生
ま
れ
た
、
部
首
分
類
の
字
書
で
あ
る
が
、
分
類
や
注
記
だ
け
で
な
く
書
名
も
異
な
る
異
本
や
改
修
本
も
多
く
、
江
戸
時
代
以
降
明
治
ま
で
多
様
な
版
本
も
刊
行
さ
れ
、
漢
和
辞
典
の
代
名
詞
と
な
っ
た
。
　
本
書
は
江
戸
時
代
の
『
倭
玉
篇
』
の
代
表
的
な
版
本
で
あ
る
慶
長
一
五
（
一
六
一
〇
）
年
整
版
本
の
再
刻
本
で
、
部
首
数
四
七
七
、
配
列
は
『
大
広
益
会
玉
篇
』
に
従
っ
て
お
り
、
注
文
に
も
『
大
広
益
会
玉
篇
』
を
和
訳
し
た
も
の
が
見
ら
れ
る
。
四
六　
隣
語
大
方
（
り
ん
ご
た
い
ほ
う
）　
九
巻　
一
冊
　
　
〔
江
戸
時
代
中
期
〕
写
。
　
　
縦
二
二
・
七
㎝
、
横
一
七
・
一
㎝
。
袋
綴
。
　
『
隣
語
大
方
』
は
、
日
本
に
お
け
る
朝
鮮
語
学
習
書
で
、
雨
森
芳
洲
（
一
六
六
八
〜
一
七
五
五
年
）
を
中
心
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
対
馬
と
朝
鮮
と
の
貿
易
の
実
用
面
か
ら
公
貿
易
関
係
の
語
、
文
例
が
多
い
。
ハ
ン
グ
ル
文
を
本
文
に
し
て
日
本
語
の
傍
訓
対
訳
を
配
す
る
。
こ
れ
を
も
と
に
し
て
李
朝
正
祖
一
四
（
一
七
九
〇
）
年
同
じ
書
名
の
朝
鮮
版
本
一
〇
巻
が
印
行
さ
れ
て
い
る
。（
朝
鮮
版
は
仮
名
交
り
日
本
文
を
本
文
と
し
別
に
ハ
ン
グ
ル
の
本
文
を
立
て
て
対
訳
す
る
。）
　
日
本
に
お
け
る
隣
語
大
方
は
明
治
に
至
る
ま
で
写
本
の
み
で
伝
わ
り
、
殊
に
九
巻
本
（
他
に
存
す
る
も
の
は
零
本
ま
た
は
四
巻
本
）
で
、
更
に
序
文
（
一
七
五
一
年
）
の
あ
る
も
の
は
本
書
が
唯
一
の
も
の
。
学
習
書
の
原
型
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
当
時
の
日
本
語
・
朝
鮮
語
の
実
態
や
日
朝
両
国
の
外
国
語
研
究
史
上
で
も
注
目
さ
れ
る
文
献
で
あ
る
。
四
七　
字
鏡
（
じ
き
ょ
う
）　
三
巻　
三
冊
　
　
〔
江
戸
時
代
後
期
〕
写
。
秋
葉
義
之
筆
。
　
　
縦
三
五
・
七
㎝
、
横
二
九
㎝
。
金
銀
砂
子
表
紙
。
袋
綴
。
　
『
字
鏡
』
は
平
安
時
代
末
期
頃
成
立
の
漢
和
辞
書
で
、
著
者
は
法
相
宗
の
学
僧
と
も
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
成
立
年
代
と
と
も
に
未
詳
。
現
存
最
古
の
写
本
は
東
洋
文
庫
蔵
の
世
尊
寺
本
字
鏡
で
鎌
倉
時
代
の
書
写
と
み
ら
れ
、
部
首
「
目
」
篇
か
ら
雑
部
ま
で
六
十
三
篇
の
零
本
。
原
本
は
漢
字
を
部
首
に
よ
っ
て
二
百
篇
に
分
類
し
、
字
体
・
字
義
・
発
音
・
和
訓
を
記
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。『
新
撰
字
鏡
』
や
『
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
』
な
ど
先
行
す
る
漢
和
辞
書
の
影
響
が
み
ら
れ
、
和
訓
を
豊
富
に
収
載
し
て
お
り
日
本
語
の
辞
書
史
上
貴
重
な
文
献
で
あ
る
。
　
本
書
は
下
総
国
結
城
郡
崎
房
村
（
現
茨
城
県
石
下
町
）
の
名
主
、
秋
葉
義
之
（
孫
兵
衛
）
の
書
写
に
な
る
も
の
で
、
東
洋
文
庫
蔵
本
系
統
の
写
本
で
あ
る
が
、
同
系
統
五
冊
本
の
付
録
部
か
ら
「
車
」「
女
」
の
部
を
添
写
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
＊
秋
葉
義
之
（
孫
兵
衝
）　
秋
葉
家
は
代
々
孫
兵
衛
と
三
太
夫
を
襲
名
し
た
。
義
之
は
国
学
に
造
詣
深
く
黒
川
春
村
・
村
田
春
海
等
の
学
者
を
招
い
て
交
誼
を
結
ん
だ
。
下
総
に
史
書
の
少
な
い
の
を
な
げ
き
珍
本
異
本
三
千
余
巻
を
集
め
る
な
ど
、
資
料
の
収
集
に
尽
し
た
。
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
没
す
。


３８大智度論
３９悉曇要决
４１聲明集 ４０十八契印

４７字鏡 ４６隣語大方
４５倭玉篇 ４４節用集
４３下学集 ４２人天眼目鈔
　１５世紀にグーテンベルク（１３９４／９９～１４６８）が発明したとされる活字印刷術、とりわけ聖書の出版
は、１６世紀の宗教改革を準備するものだった。書物の量産化は、それまでエリートに独占されていた
知識と情報を一般大衆に開放することで、近代化に拍車をかけたのである。特別展では１７～１８世紀に
刊行された辞典類を中心に、知の媒体としての書物の役割を見ていく。
　ボヘミア生まれの教育学者コメニウスの『世界図会』（１６５８）は、日常生活に結びついた知識を図
版を用いて子供たちに与えようとした絵入り教科書であるが、項目がアルファベット順に配列されて
おり、百科事典のさきがけとみなされている。
　本格的な百科事典と呼べるのはチェンバーズの『サイクロペディア』（１７２８）あたりからだが、そ
のフランス語訳出版という企画から出発した『百科全書』（１７５１～８０）は、ディドロやダランベール
が編集に加わることによって性格が一変し、全３５巻からなる近代知の一大集成となった。百科全書に
かかわり、フランス革命の思想的源流となった啓蒙哲学者たちの著作も合わせて展示されている。
　この他、電子化された資料（１９世紀パリの舞台衣裳）をディスプレイに映し、参観者に図像を自由
に見てもらうコーナーを設けた。
	

	

２　コメニウス『世界図会』１６５８～１８８３年
　　（初版のウィーン版リプリントから，ロンドン版，ニュールンベルク版，プラハ版など計７版）
　　	
		
		１６５８１８８３

１　グーテンベルク　『グーテンベルク４２行聖書零葉』（「エゼキエル書」）１４５５年頃

　エフレム・チェンバーズ（１６８０頃～１７４０）の『サイクロペディア：世界芸術科学辞典』２巻、（１７２８）
はジョン・ハリス著『技術辞典』（１７０４）につづき、イギリス２番目の百科事典。科学に力を入れ、
項目をアルファベット順に配列しており、国外でもよく使われた。ディドロの『百科全書』編集の動
機をなすものといわれる。
　『ブリタニカ百科事典』（初版１７６８～７１）は世界的に著名な百科事典で、エディンバラの版画家アン
ドリュー・ベル（１７２６～９５）と印刷業者コーリン・マックファーラー（１７４５頃～９３頃）が、印刷業者
で学者のウィリアム・スメリー（１７４０～９５）に編纂を依頼し、２段組４つ折り本１００分冊を毎週刊行し
はじめ、完結後に３巻にまとめたもの。特徴として、従来のアルファベット順に項目をならべるので
はなく、科学の原理を体系的に叙述する試みをおこなった。
	

３　チェンバーズ『サイクロペディア』初版，２巻，１７２８年
　　	
	

	

	
		２１７２８

４　『ブリタニカ百科事典』初版，３巻，１７７１年
　　	

	


３１７７１
　ピエール・ベール（１６４７～１７０６）は、フランスでのプロテスタント迫害の時代を亡命者として主に
オランダで活動したフランスの哲学者である。思想の自由に通じる宗教的寛容の主張は現代的でさえ
あるが、神学・形而上学批判の側面をもつ大作『歴史批評辞典』は、１８世紀に広く読まれ、啓蒙思想
の形成に大きな影響をあたえた。項目の総数は２０００余で人名が多く、膨大な脚注がつけられ、歴史記
述の不正確さや歪曲への批判がなされる。哲学・神学の論議も展開され、アナクサゴラスからライプ
ニッツにいたる哲学体系への批判は鋭く、『百科全書』へも盗用された「スピノザ」の項は名高い。
　フランス啓蒙主義の記念碑的事業といえる『百科全書』は、当初イギリスで成功をおさめたチェン
バーズによる百科事典の翻訳として企画された。しかしディドロとダランベールが編集責任者とな
り、その構想は翻訳を超えるものとなっていく。イエズス会による攻撃、国王諮問会議による発禁処
分などの危機を乗り越え、２１年を要して完成された。２００人をこえる執筆者は、ヴォルテール、モン
テスキュー、テュルゴーなど時代の著名な哲学者、科学者、文人である。そして工芸の記述と図版の
作成には多くの無名の職人が協力している。
	


５　ベール『歴史批評辞典』第４版，４巻，１７３０年
　　		
	
	
	４１７３０

６　ディドロ／ダランベール『百科全書』全３５巻，１７５１～１７８０年
　　	
	




	

	３５１７５１１７８０
出版地がパリからスイスのヌーシャテルに変更になったのは、第１巻刊行後に発禁処分になった
ためで、国外出版を偽装することで刊行を継続した。第１巻の扉の頁下についていた「国王の特
認」	
という文字が第８巻からは消えている。
『百科全書』第１巻（パリ） 『百科全書』第８巻（ヌーシャテル）

	

 	

	
	
	
			
	
	
	

	



　美しく装丁された書物は、思想の媒体であるだけでなく、それ自体が工芸品であり、貴族やブル
ジョワのサロンを飾る家具でもあった。１９世紀になって版元製本により装丁が画一化される以前は、
書物は所有者の必要や好みに合わせて装われるのが常識だった。
　本のサイズもまた書物と読者の関係を反映している。『百科全書』（縦４０）はフォリオ（２つ折
り）と呼ばれるサイズであるが、モロッコ皮で装丁された大型本は持主の富と教養を誇示する室内装
飾でもあった。『エミール』『人間論』や『ヴォルテール全集』（縦２０～２１）はオクターボ版（８つ折
り）で、今日でも小説や哲学書にはこのサイズのものが多い。一番小さい『エルベシウス全集』（縦
１３）は１２折りで、ポケット版サイズということになる。大革命直前のパリ風俗を描いた作家メルシ
エは、『タブロー・ド・パリ』の中で、小型本の流行に触れ、人々が本をポケットにいれて散歩や旅
行に出るようになったと書いている。時代の変化に合わせて、サロンの装飾から路上の読書へと書物
の役割も変わっていったのである。



７　ルソー『エミール』初版，４巻，１７６２年
　　	
	

	４１７６２
８　エルベシウス『人間論』（死後出版），２巻，１７７３年
　　	
	
	
	２１７７３
９　『ヴォルテール全集』全７０巻，１７８５年
　　	

７０１７８５
１０　『エルベシウス全集』全１３巻，１７９５年
　　	
１３１７９５
　ロマン派演劇がフランス演劇界を支配していた１９世紀半ば、パリの各劇場で上演された演劇作品中
の衣裳をまとった俳優を描いたもの。色彩も鮮やかに描かれた６６９枚のリトグラフ（石版画）は、ド
レ、ラコーシー、ラサール、ケドローなどの画家によるものである。
　様々な役割を演出するための衣裳や髪型が、演ずる俳優とともに克明に描かれた記録集的要素もあ
り、西洋演劇史のみならず服飾史資料としても極めて貴重な資料である。
　いきいきと表情豊かに描いた表現と技法に、４人の画家の個性が感じられる大変楽しい図版資料で
ある。
　全１０巻中の７巻所蔵。

	

１１　ロマン派演劇色彩衣裳図集『ギャルリー・ドラマティック』７巻，１８４４年
　　	
７１８４４
４３８４ ２１８８








	














一
八
七
二
（
明
治
五
）
東
京
に
師
範
学
校
開
設

旧
昌
平
黌
の
跡
地
で
授
業
開
始
一
八
七
三
（
明
治
六
）
東
京
師
範
学
校
と
改
称

蔵
書
数
一
一
三
八
三
部
（
和
漢
書
八
二
五
六
、
洋
書
三
一
二
七
）
一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
高
等
師
範
学
校
と
改
称
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
東
京
高
等
師
範
学
校
と
改
称
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
大
塚
窪
町
に
本
校
校
舎
が
完
成
し
図
書
館
も
大
塚
に
移
転

図
書
館
主
幹
制
度
を
設
け
初
代
主
幹
に
三
宅
米
吉
教
授
就
任
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
二
代
目
主
幹
に
松
井
簡
治
教
授
就
任
一
九
一
六
（
大
正
五
）
蔵
書
数
一
〇
万
冊
を
突
破
（
和
漢
書
約
八
万
六
千
、
洋
書
約
一
万
八
千
、
合
計
約
一
〇
万
四
千
）
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
西
館
火
災
に
よ
り
和
漢
書
約
五
千
冊
、
洋
書
約
三
千
冊
が
焼
失
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
東
京
文
理
科
大
学
設
置
、
図
書
館
に
は
館
長
が
お
か
れ
初
代
館
長
に
は
松
井
簡
治
教
授
就
任
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
二
代
目
館
長
に
諸
橋
轍
次
教
授
就
任
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
附
属
図
書
館
新
築
竣
工
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
戦
災
に
よ
り
和
漢
書
約
三
万
七
千
冊
、
洋
書
約
一
万
冊
が
焼
失
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
東
京
教
育
大
学
発
足
（
東
京
文
理
科
大
学
、
東
京
高
等
師
範
学
校
、
東
京
農
業
教
育
専
門
学
校
、
東
京
体
育
専
門
学
校
の
合
併
に
よ
る
）

東
京
教
育
大
学
附
属
図
書
館
設
置
一
九
六
七
（
昭
和
四
二
）
コ
メ
ニ
ウ
ス
文
庫
受
入

一
九
七
三
（
昭
和
四
八
）
筑
波
大
学
開
学

附
属
図
書
館
設
置
、
蔵
書
数
約
七
五
万
八
千
冊
（
和
書
約
四
九
万
四
千
、
洋
書
約
二
六
万
四
千
）
一
九
七
四
（
昭
和
四
九
）
体
育
・
芸
術
図
書
館
開
館
一
九
七
八
（
昭
和
五
三
）
医
学
図
書
館
開
館

東
京
教
育
大
学
蔵
書
移
送
終
了
、
蔵
書
数
約
一
〇
五
万
三
千
冊
（
和
書
約
六
五
万
一
千
、
洋
書
約
四
〇
万
二
千
）
一
九
七
九
（
昭
和
五
四
）




に
よ
る
電
算
処
理
開
始
一
九
七
九
（
昭
和
五
四
）
中
央
図
書
館
開
館
一
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
オ
ン
ラ
イ
ン
蔵
書
検
索
サ
ー
ビ
ス
開
始
一
九
八
五
（
昭
和
六
〇
）
中
央
図
書
館
が
第
一
回
日
本
図
書
館
協
会
建
築
賞
（
優
秀
賞
）
を
受
賞
一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）
蔵
書
数
一
五
〇
万
冊
を
突
破
（
和
書
約
八
七
万
六
千
、
洋
書
約
六
四
万
三
千
、
合
計
約
一
五
一
万
九
千
）
一
九
八
九
（
平
成
一
）
大
塚
図
書
館
開
館
一
九
九
二
（
平
成
四
）
日
曜
開
館
実
施
一
九
九
三
（
平
成
五
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る


蔵
書
検
索
サ
ー
ビ
ス
開
始
一
九
九
五
（
平
成
七
）
中
央
図
書
館
新
館
（
増
築
）
竣
工

附
属
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
導
入

特
別
展
「
天
正
少
年
使
節
と
『
原
マ
ル
チ
ノ
の
演
説
』」
を
開
催
（
こ
れ
以
降
毎
年
特
別
展
を
開
催
）
一
九
九
八
（
平
成
一
〇
）
電
子
図
書
館
シ
ス
テ
ム
導
入

蔵
書
数
二
〇
〇
万
冊
を
突
破
（
和
書
約
一
一
八
万
一
千
、
洋
書
約
八
六
万
二
千
、
合
計
約
二
〇
四
万
三
千
）
二
〇
〇
二
（
平
成
一
四
）
図
書
館
情
報
大
学
と
筑
波
大
学
の
統
合

蔵
書
数
約
二
四
一
万
三
千
冊
（
和
書
約
一
四
四
万
一
千
、
洋
書
約
九
七
万
二
千
）
二
〇
〇
三
（
平
成
一
五
）
筑
波
大
学
・
図
書
館
情
報
大
学
統
合
記
念
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
電
子
図
書
館
の
軌
跡
と
未
来
」
開
催

「
筑
波
大
学
開
学
三
〇
周
年
（
創
基
一
三
一
年
）
記
念
附
属
図
書
館
貴
重
図
書
特
別
展
」
開
催

図
録
編
集
　
統
括
責
任　
　
林　
　
史
典
（
附
属
図
書
館
長
）
　
執　
　
筆　
　
谷
川
多
佳
子
（
哲
学
・
思
想
学
系
教
授
）
　
　
　
　
　
　
　
立
川　
孝
一
（
歴
史
・
人
類
学
系
教
授
）
　
　
　
　
　
　
　
荒
木　
正
純
（
文
芸
・
言
語
学
系
教
授
）
　
　
　
　
　
　
　
石
埜　
敬
子
（　
　
　

同　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
稲
垣　
泰
一
（　
　
　

同　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
犬
井　
善
壽
（　
　
　

同　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
芳
賀　
紀
雄
（　
　
　

同　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
大
倉　
　
浩
（　
　
　

同　
助
教
授
）
　
　
　
　
　
　
　
清
登　
典
子
（　
　
　

同　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
石
塚　
　
修
（　
　
　

同　
　
講
師
）
　
　
　
　
　
　
　
谷
口　
孝
介
（　
　
　

同　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
白
井
伊
津
子
（　
　
　

同　
　
助
手
）
　
　
　
　
　
　
　
大
塚　
秀
明
（
現
代
語
・
現
代
文
化
学
系
助
教
授
）
　
　
　
　
　
　
　
太
田　
　
圭
（
芸
術
学
系
助
教
授
）
　
　
　
　
　
　
　
篠
塚
富
士
男
（
図
書
館
部
情
報
シ
ス
テ
ム
課
）
　
編　
　
集　
　
石
埜　
敬
子
・
芳
賀　
紀
雄
・
大
倉　
浩
・
立
川　
孝
一
　
表
紙
デ
ザ
イ
ン
　
　
　
　
　
　
　
田
中
佐
代
子
（
芸
術
学
系
講
師
）
　
写
真
撮
影　
　
岡
部　
幸
祐
（
図
書
館
部
情
報
管
理
課
）
特
別
展
企
画
　
周
年
記
念
附
属
図
書
館
特
別
展
企
画
検
討
委
員
３０
　
　
　
　
　
　
林
史
典
（
附
属
図
書
館
長
）　
立
川
孝
一　
芳
賀
紀
雄
　
　
　
　
　
　
江
口
勇
治　
辻
中
豊　
秋
本
克
洋　
西
原
清
一　
太
田
圭
　
企
画
協
力　
寺
田
光
孝
（
図
書
館
情
報
学
系
教
授
）
　
図
書
館
部　
川
野
茂
美
（
図
書
館
部
長
）　
伊
藤
則
男　
田
中
成
直　
松
田
實
展
示
担
当
　
附
属
図
書
館
特
別
展
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
　
　
　
　
　
　
篠
塚
富
士
男
（
主
査
）　
氣
谷
陽
子　
川
久
保
美
津
江
　
　
　
　
　
　
大
久
保
明
美　
岡
部
幸
祐　
上
原
由
紀　
山
内
琢
　
　
　
　
　
　
渡
邉
朋
子　
奥
村
洋
子　
真
中
孝
行








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平
成
一
五
年
九
月
二
九
日
　
発
行　
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
（
館
長　
林
史
典
）
　
　
　
　
〒
三
〇
五 
八
五
七
七　
茨
城
県
つ
く
ば
市
天
王
台
一
一
一
　
　
　
　

（
〇
二
九
）
八
五
三 
二
三
四
八
　
印
刷　
（
株
）
イ
セ
ブ
　
　
　
　
〒
三
〇
五 
〇
〇
〇
五　
茨
城
県
つ
く
ば
市
天
久
保
二
一
一
二
〇
